ティ ー チ ャ ー・ シ リー ズ シャ ウド 10 : 
「 エ ネル ギー の 始動 」 セン ト ・ ジ ャ ー メ イン に よる シャ ウド 
クリ ム ゾ ン ・ サ ー ク ル 2007 年 5 月 5 日 


I am that I am. 私 は セン ト ・ ジ ャ ー メ イン で す 。 も っ と 上 手 
く で きる 人 は いま せん ! (爆笑 ) 

よう こそ 、 シ ャ ー ン ブラ 。 私 は 新た に 大 成功 を 収め た スク ー ル か 
ら 戻っ て 来 ま し た 一 「 ア セン ショ ン の スク ー ル 」 で す 。 そこ 
で は 私 は 、 人 間 に 地 球 で の 最後 の 生涯 を 最大 限 に 活か す 方 法 を 教 
えて いま す 。 ト バイ アス は 、 ルーマニア の 地 に 出かけ て いて 、 そ 
こ で 行わ れる ルー マニ ア の シャ ウド の 準備 を し て いま す 。 ク ツ ミ 
は ・・・ うこ ん 、 そ う で すね 、 彼 と 一 緒 に 本 を 書い て いる あな 
た 方 の 多く の 人 た ちと で 、 と て も 忙し くし て いま す 。 彼 は この プ 
ロ セ ス を 援助 する の に 時 間 を 使っ て いま す 。 出版 と いう 、 まっ た 
く 新 し い ベ ンチ ャ ー に 備え て いま す 一 シャ ー ン ブラ と クツ 
ミ の 本 の こと で す 。 で すか ら 今 日 は 、 私 が ここ に 来 て 、 と て も シ 
ンプ ル で あり な が ら 、 と て も 重要 な テー マ を 話す よう に お 願い さ 
れ ま し た 。 


始め る 前 に ・・・ デイ ヴィ ッ ド が な ぜ 、 明日 、0 7 年 5 月 6 日 
の 2 : 3 4 の 出来 事 の 重要 性 に つい て 触れ な か っ た の か 、 私 は 気 
に な っ て いま す 。 す べ て の 数 が 並ん を で いる で は な いで すか ! ( 笑 ) 
彼 が 以前 、 明日 の 暦 の 数 に つい て 、 配列 に つい て 、 配列 の 重要 性 
に つい て 話し て いる の を 、 私 た ち は 聞 いた こと が あり ます 。 も ち 
ろ ん 、 そ こ に は まっ た く 意 味 は あり ませ ん 。 た また ま 、 すべ て の 
数 が 整列 し て いる と いう だ け で す ! ( 笑 ) で も あな た は 何 か 深 
い 、 隠れ た 意味 が ある の で は な いか 、 と 思っ た の で す 。 実際 、 そ 
こ に は ほん の わずか の 真実 は あり ます 。 何 か が 明らか に 一 致し て 
いる 時 は いつ も 、 宇宙 に ある あら ゆる も の が 、 完璧 な 秩序 に ある 
こと を あな た に 示し て いる の で す 。 そ れ は ・・・ 実際 、 あ な た 
は その よう な 日 や 月 、 時 間 が 一 致す る エネ ルギー を 利用 する こと 
が で きま す 。 それ は あま り 頻 繁 に は 起こ り ま せん が 、 明日 、 起こ 
り ま す の で 、 あらゆる も の に は 秩序 が ある と いう の を あな た が 認 
識 し 、 理解 する 助け に な り ま す 。 


それ は 私 が 1 週間 前 に ケロ ー ナ で シャ ー ン ブラ の グル ー プ に 話 
し た こと で す 。 こ の アセ ンション の スク ー ル で 、 オ ム ニ バ ー ス ( 全 
宇宙 ) は 完璧 な 秩序 に ある と いう こと を 話し まし た 。 すべ て が 秩 
序 の 中 に あり ます 。 時 に は カオ ス (無秩序 ) の よう に 思え る こと 
も あり ます が 一 特に この 惑星 地球 か ら 見 る あな た 方 の 見 方 
は 、 この 人 間 の 身体 に 閉じ 込め られ 、 多 く の 場 合 、 人 間 の 脳 に と 


ら わ れ て いま す の で 一 で も 、 すべ て が 、 完璧 な 秩序 に ある の 
で す 。 


それ が 独自 の 秩序 に ある と 知っ て いる 状態 を 、 想像 する こと が で 
きま すか ? ある べき 形 な の だ と ? あな た が た だ 、 手 放し て も 
良い の だ と いう こと を ? オム ニ バ ー ス は 、 あな た が 手放し た か 
ら と いっ て 、 崩壊 する わけ で は あり ませ ん 。 壁 の 穴 か ら あ な た が 
指 を どけ た か ら と いっ て 、 そ れ が 崩壊 する わけ で は あり ませ ん 。 
あな た が すべ て を ひと つ に まとめ よう と する わけ で は な いか ら 
で す 。 時 々 、 あ な た は 宇宙 で の 自分 の 妥当 性 に つい て 、 あ まり に 
も 深刻 に な る こと が ある よう に 私 は 思い ます ! ( 笑 ) 自分 が す 
べ て を ひと つ に まとめ て いる か に つい て 、 あ まり に も 深刻 に な っ 
て いて 、 た だ 、 自ら の 人 生 を まとめ る の を 見 過ごし て し まう 傾向 
が あり ます 。 あ な た が 責任 を 負う べき な の は 、 それ だ け で す 。 あ 
な た が 究極 に 責任 を 負う べき 秩序 は それ だ け で す 一 あな た 
自身 の も の で す 。 


オム ニ バ ー ス に つい て 、 宇宙 に つい て 、 そ の 、 う わ べ の カオ ス や 
無秩序 に つい て 、 あれ や これ や と 、 これ だ け の 議論 が 交わ され て 
いま す 。 誰 も が それ が どこ へ 向かっ て いる か を 心配 し て いま す 。 
そう で すね 、 そ れ は 始ま りか ら 、 う まく いっ て いま す 。 行く べき 
方 向 に 向かっ て いま す 。 あ ら ゆ る 点 で 、 完璧 で す 。 少し の 間 、 身 
を 引い て 下さ い 。 低い 壁 の 衰 に 行っ て 一 低い 壁 の 裏 の ずっ と 
向こう に 行っ て 下さ い 一 そう すれ ば 、 そ れ が 完璧 な 秩序 に あ 
る の を 理解 する で し ょ う 。 完全 に 完璧 な 秩序 で す 。 人 間 は 自分 た 
ち が 選 ん で いる こと を や っ て いま す 。 創造 する の を 選ん で いる こ 
と を や っ て いま す 。 それ が 最も 賢明 と は 言え な いこ と も ある か も 
し れ ま せん 。 ある い は 簡単 な や り 方 で は な く 、 難し いや り 方 を 選 
ぶ こ と も ある か も し れ ま せん 。 あるいは 、 喜 び や 満 足 感 で は な く 、 
苦労 や 苦し み を 選ん で いる か も し れ ま せん 。 で も 、 な お 、 そ れ は 
秩序 の うち に ある の で す 。 彼ら が その よう な 形 で 物事 を 体験 し た 
い の で す 。 


地球 は 一 この 惑星 地球 と 呼ば れる も の 全体 が 一 完璧 な 
方 向 に 向かっ て いま す 。 時 に 、 こ の よう な 懸念 が あり ます 一 
ああ 、 あな た 方 は 、 心配 する 必要 の な い 懸 念 に 自分 の エネ ルギー 
を 拘束 し て いま す 。 朝起き て 、 地球 その も の が 生き 残れ る か と い 
うこ と を 心配 し て 、 地球 が 、 惑星 が 温暖 化し て し まっ た の で は な 
いか と 心配 し て 、 胸 が つか えた よう に 感じ る 人 も いま す 。 惑星 は 
ここ 100 年 の 間 に 、 1 0 0 分 の 1 度 、 気 温 が 上 昇 し た か ら で す 。 
確か に そう で すし 、 それ より も も っ と 上 が っ て いる の で す が 、 で 
も 、 あ な た は 心配 し ます 。「2 0 年 、3 0 年 た っ て も まだ 、 地球 
は ある の だ ろう か ?」 あな た は こん な こと を 心配 し ます 。『 戦 
争 が 勃発 する だ ろう か ? 食料 は 十分 に ある だ ろう か ?」 


ー 歩 、 離れ て みて 下さ い 。 それ は 完璧 な 秩序 に あり ます 。 本 当 で 
す 。 温暖 化し た 地球 に 生き る の が どん な も の な の か 、 体験 する の 
を 選ん で いる 人 た ちがい ます 。 地球 は 、 ち な み に 、 自ら を きれ い 
に する 能力 を 、 も と も と 、 そ な えて いま す 。 地球 は 、 愚か な 人 間 
が 汚染 し て も 、 酷使 し た と し て も 、 自分 の 身 を 守る 方 法 を 知っ て 
いま す 一 ええ 、 地球 は ずっ と 賢明 な の で す 。 彼女 は 、 ど う や 
っ て 癒 せ ば よい か を 知っ て いま すし 、 素 早く 癒し ます 一 時 に 、 
この よう な 愚か な 人 間 た ち を 犠牲 に し て 。 で も 、 彼女 に は 自分 の 
身 を 守る 方 法 が 分 か っ て いま す 。 


あな た 方 の 中 に は 、 政治 や 法律 に つい て 心配 する 人 た ちがい ます 。 
犯罪 や 暴力 行為 、 戦争 に つい て 心配 し ます 。 で も 、 ご存知 の よう 
に 、 実際 、 その よう に 心配 する こと は 、 あ な た 自身 の エネ ルギー 
の 非 効率 的 な 使い みち に し か な り ま せん 。 心配 する こと は 、 決し 
て きれ い に し て くれ る こと の な い 自 ら の 洗濯 機 の 中 で 回 転 し 続 

ける 以外 に 、 あな た を 本 当 に は 、 ど こ に も 連れ て 行き ませ ん 。 心 
配 す る こと は 、 あな た の エネ ルギー を あま り に も 拘束 し て し まい 
ます 。 


で すか ら 、 少し の 間 、 身 を 引い て 、 そ れ が 完璧 な 秩序 に ある こと 
を 理解 し て 下さ い 。 完全 に 、 完璧 な 秩序 に 。 人 類 や 地球 、 そ の よ 
うな あり と あら ゆる こと る 心配 し な けれ ば な ら な いと いう 責任 
感 を 手放し て 下さ い 。 あな た が そう する の を 選ば な く て も 、 代わ 
り に や っ て くれ る 人 た ち が た くさ ん 、 い ます 。 その 時 間 を 、 自分 
自身 と の 時 間 に 使っ て 下さ い 。 


まさ に 最初 か ら 私 た ち が 言っ て きた よう に 、 あな た は も う 、「 エ 
ネル ギー 保持 者 」 で は あり ませ ん 。 あ な た は 、「 エ ネル ギー を 動 
か す 人 」 で す 。 心配 し た り 、 エ ネル ギー を 保持 し た り 、 あ な た の 
エネ ルギー を 拘束 し て きた 、 その よう な 、 あら ゆる こと を 喜ん で 
交代 し て 引き 受け る 人 た ちがい ます 。 それ を 内 側 に も た らし て 下 
さい 。 自分 自身 を クリ アー し て 、 拡張 し て 、 自分 自身 に 接する た 
め に 、 内 側 に も た らし て 下さ い 。 な ぜ な ら 、 そ うす れ ば 、 統合 し 
た 人 間 と し て の あな た と いう その 手 本 が 、 そ の 「 あ な た に 一 致し 
て いる 」 と いう 手 本 が 、 デモ 行進 に 行っ た り 、 編集 者 に 手紙 を 書 
いた り 、 こ ん な 事件 や あん な 事件 に 1 0 ドル を 送る こと より も ず 
っ と 、 この 惑星 の た め に 役に立つ か ら で す 。 その よう な こと が 間 
違っ て いる と いう わけ で は な い の で す が 、 も う 、 人 類 が 「 ス タン 
ダー ド 」 を 、 手 本 を 持つ 時 で す 。 


新しい リー ダー 
私 の 意見 で は ・・・ 私 の つつ まし い 意 見 で は ・・・ そう 言っ 


て お か な けれ ば な り ま せん 。 (セン ト ・ ジ ャ ー メ イン が クス クス 、 
笑う 。 聴衆 、 笑 ) 私 は 、 今 日 は 穴埋め で すか ら 、 あ な た 方 の 代 
理 の 教師 な の で 、 こ うい う 言 い 方 を し ます 。 (セン ト ・ ジ ャ ー メ 
イン と 聴衆 、 笑 ) 今 の 私 の つつ まし い 意 見 で は 、 世界 は 指導 者 
を 欠い て いま す 。 世界 に は 力強い 、 カ リス マ 性 を 持っ た 、 本 物 の 
治 の 指導 者 が ほとん ど 、 い ませ ん 。 現在 、 ほ と ん ど 、 い ませ ん 。 
体制 に 入る 時 は 善意 を 持っ て いた 人 は 、 その 体制 の 一 部 に な り ま 
し た 。 変え る こと へ の 意思 を 持っ て いた 人 は 、 変 えら れ ま し た 。 
世界 に は 、 私 の つつ まし いし 意見 で は 、 ス ピリ チュ アル な 指導 者 が 
ほとん ど 、 い ませ ん 。 


説教 壇 に 立つ 人 た ち は 、 テレ ビ に 出る 人 た ち は 、 バチ カン の 壁 の 
向こう に 隠れ て いる 人 た ち は ・・・ 親愛 な る 友人 た ち 、 彼 ら は 
実に 古い や り 方 を た だ 、 保持 し 続け て いる だ け で す 。 真 の 指導 者 
で は あり ませ ん 。 彼ら は 過去 の 人 た ち で す 。 使い 古 さ れ た 人 た ち 
で す 。 彼ら は 「 古 い エ ネル ギー」 で す 一 私 の つつ まし い 意 見 
で は 。 ( 笑 ) 


世界 は 一 人 類 は 一 現在 、 実 際 に まっ た く 新 し い 指 導 者 の 
種族 を 求め て いま す 。 権力 闘争 の よう な も の を 気 に 病む 必要 の な 
い 指 導 者 を 。 権力 と いう の は 、 幻想 だ と いう の を 理解 し て いる か 
ら で す 。 何 百人 、 何 千 人 、 何 百 万 人 と いう 人 々 の 前 に いる こと で 、 
自ら の エゴ を 満た そう と する こと の な い 指 導 者 を 。 自分 が 導い て 
いる 人 た ちか ら 養 われ な い 指 導 者 を 。 他 の すべ て の 人 た ちと まっ 
た く 同 じ レ ベル に 立て る 指導 者 を 。 自ら を 台座 に 置く 必要 は あり 
ませ ん 。 同じ レベ ル に 立ち 、 そ の 同じ レベ ル に いる 時 、「 ス タン 
ダー ド 」 だ けが 放つ こと の で きる 光 を 放ち ます 。 自 己 実現 、 悟 り 、 
達成 感 と いう 光 を 、 内 な る 平和 の 光 を 、 対立 や 争い の な い 、 男性 
性 と 女性 性 、 光 と 聞 が 統合 し た その 光 を 。 世 界 が 求め て いる の は 、 
この よう な 新しい 種族 の 指導 者 で す 。 何 千 、 何 百 と いう 人 た ちの 
前 に 出 な けれ ば な ら な いよ うな 指導 者 で は な く 、 台座 に 座ら され 、 
結局 は 後に そこ か ら 降 っ ろ さ れる よう な 人 た ち で は な く 、 本 物 の 
「 新 し い エ ネル ギー」 の 指導 者 で す 。 で すか ら 私 た ち は い つも あ 
な た 方 、 シ ャ ー ン ブラ に 話し か け て いる の で す 。 あな た が 自分 自 
身 の す べ て に な る よう に 、「 ス タン ダー ド 」 に な る よう に 、 こ の 
生涯 を 充実 し た も の に する た め に 、 いつ も 私 た ち は 励 まし て いる 
の で す 。 


今日 の ゲス ト 


私 た ちの 今日 の シャ ウド に は 、 尊 敬 す べき ゲス ト の グル ー プ が 来 
て いま す 。1 2 人 の 一 12 人 の エネ ルギー で す が 一 現在 、 
地球 に まだ 生き て いる 科学 者 た ち が 来 て いま す 。 彼ら は いわ ゆる 、 
量子 エネ ルギー 物理 学 に 取り 組ん で いま す 。 非常 に 興味 深い 、 複 
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雑 で 、 画 期 的 な アイ デア に 取り 組ん で いま す 。 彼ら は 、 私 た ち が 
ゲス ト と し て 連れ て 来る まで 、 互い を 知り ませ ん で し た 。 彼ら は 
人 間 で す が 、 彼 ら の エネ ルギー の 一 部 が 、 拡 張 し た エネ ルギー が 、 
た っ た 今 、 こ の シャ ウド に 参加 する こと が で きま す 。 


彼ら は 皆 、 今 日 、 こ こ に 、 再び 、 戻っ て 来 た ニ コラ ・ テ スラ に 付 
き 添 われ て 来 て いま す 。 数 ヶ月 前 の シャ ウド で 話 が あっ た よう に 、 
テス ラ の エネ ルギー は 現在 、 この 地球 に と て も 良く 現れ て いま す 。 
科学 者 、 物理 学者 、 医 者 、 今 で は 心理 学 の ドク ター さえ に も 、 そ 
の ワー ク を 手助け し て いて 、 長 い 間 、 地 球 が 見 る こと の な か っ た 、 
実に 重要 な 、 革命 的 な エネ ルギー を も た らし 、 発展 させ る 手助け 
を し て いま す 。 


今 か ら 2 0、3 0、4 0 年 、 時 を 進め て 見 て みる と 、 こ の 現在 と 
いう 地球 の 時 代 は 、 こ の 時 代 は 、「 新 し い ル ネッ サン ス 」 と し て 
知ら れる こと に な る で し ょ う 。 単 に 社会 構造 や 芸術 の 構造 の レネ 
ッ サ ンス に 限ら ず 、 科学 の ルネ ッ サ ンス 、 物理 学 の ルネ ッ サ ンス 
で す 。 そこ に まさ に 結び つい て いる の が 、 新しい スピ リ チ ュ アリ 
ティ の ルネ ッ サ ンス で す 。 な ぜ な ら 、 ご 存 知 の よう に 、 それ ら は 
皆 、 つ な が っ て いる か ら で す 。 スピ リ チ ュ アリ ティ 、 あ る い は ス 
ピリ ッ ト の 中 に 自ら の 「 自 己 」 を 理解 する こと 、 科 学 、 物 理学 、 
数 学 も そう で す が 一 すべ て 、 互い に 関連 し て いる の で す 。 


で すか ら 、 私 た ち は 今 日 、 こ の グル ー プ を も た らし ます 。 テス ラ 
と 、 こ の 1 2 人 の 科学 者 の グル ー プ で す 一 ちな み に 、 その う 
ちの 6 人 が 男性 の 姿 で 、 6 人 が 女性 で す 一 世界 の 様々 な 場所 
か ら 来 て いま す 。 現在 、 地球 に いる 最も 才能 浴 れ る 人 た ちの 集 ま 
り で す 。 この シャ ー ン ブラ の ギャ ザ リ ン グ に や っ て 来 た の は 、 彼 
ら が 行き づま っ て いる か ら で す 。 答 を 求め て いる か ら で す 。 私 た 
ちの 時 代 の 最大 の 課題 を 解決 し よう と し て 、 精 神 の 上 で で きる 限 
り 自 分 の エネ ルギー を 拡張 し て きま し た 。 エネ ルギー の 課題 、 エ 
ネル ギー の 作用 の 仕方 に つい て の 課題 、 そ れ が 本 当 は 何 な の か 。 
最も 最近 の 、 偉 大 な 科学 者 で ある アイ ン シ ュ タイ ン を 遥か に 超え 
た 課題 。 ま っ た く 新 し い レ ベル の 理解 へ 入っ て 行く 、 様 々 な 課題 。 


で も 、 彼 ら は ・・・ 自分 た ちの 研究 と 、 熟考 の の ち 、 壁 に ぶち 
当たる と いう 地点 に 達し まし た 。 直感 的 に 、 自分 が 何 か に 気づい 
て いる の を 感じ る こと は で きま し た 。 何 か が そこ に ある の は 分 か 
っ て いま す が 、 精神 的 に 阻ま れ て し まい まし た 。 マイ ンド に は 残 
り の 公式 を 解く こと が で き な い か ら で す 。 で すか ら 、 彼ら は 必死 
に な っ て いま す 。 必死 に な っ て いる 人 は 、 や けっ ぱち な こと を や 
る も の で す ! 


彼ら は 、 未知 の も の へ 呼び か け ま し た 。 必ず し も 神 と いう も の を 


信じ な い 、 この よう な 科学 者 の 中 に も 、 未知 な る も の へ 呼び か け 
る 人 が いま す 。 直感 的 に 、 そこ に 何 か 別 の も の が ある の を 知っ て 
いる か ら で す 。 ひょっと する と 、 そ れ が 精神 の 、 あ る い は マイ ン 
ド の エネ ルギー だ と 思っ て いる の か も し れ ま せん 一 数 人 の 
人 が 誤っ て 、 偉大 な る 普遍 的 な マイ ンド 、 と 呼び まし た が 。 彼ら 
は 答 へ と 呼び か け て 、 そ こ が 、 あ な た 方 が 入っ て 来 た と ころ で す 。 
今日 、 彼ら が そこ に 入っ て 来 ます 。 先月 の シャ ウド が そこ に 入っ 
て 来 ま す 。 この 「 定 義 な く 」 と いう 概念 その も の で す 一 定義 
の な い 一 超え た 何 か で す 。 


で すか ら 、 私 た ち は 彼 ら の 一 いわ ゆる 一 拡張 し た エネ ル 
ギー を 集め まし た 。 い つ で も 、 あ る 存在 が 自分 自身 に 想像 を 許し 、 
別 の 領域 へ と さま よわ せる と ・・・ あな た 方 は 皆 、 そ れ を し た 
こと が あり ます 。 大 き な 疑 問 や 問題 、 課題 を 抱え て いて 、 答 を 見 
出せ な い 時 、 あな た は 何 か を し ます 一 ドラ イブ に 出かけ た り 、 
夜 、 ベ ッ ド の 中 で 横 に な っ た まま 、 目 を 覚まし て いた り 一 そ 
こ で あな た は 基本 的 に 、 自分 の エネ ルギー を 出し ます 。 どこ に 出 
す の か 分 か ら な い の で す が 、 な ぜ か は 分 か ら な い の で す が 、 私 た 
ち が 「 さ ま よ う 」 と 呼ぶ こと を させ ます 。 文字 通り 、 あ な た の 一 
部 が さま よう の で す 。 あ な た の 一 部 は 、 そ れ か ら 「 近 い 領域 」 に 
行き ます 。 あ な た の 一 部 は 、 い わ ゆ る 「 ク リス タル の 領域 」 に ま 
で 、 入っ て 行き ます 。 それ が まさ に 、 私 た ち が こ の 1 2 人 の 優れ 
た 科学 者 と テス ラ を 収集 し た と ころ な の で す 。 


さて 、 テス ラ は 何 が 進行 し て いる か に 気づい て いま す 。 彼 は 人 間 
の 生 の 原動力 を 、 あ の 世 を 、「 新 し い エ ネル ギー」 を 、 ま た 、 い 
わ ゆ る 「 ス ピリ チュ アリ ティ 」 を 理解 し て いま す 。 で すか ら 彼 は 
今日 、 私 た ち 皆 と ここ に 参加 し て 、 こ の 1 2 人 の 科学 者 の さま よ 
える エネ ルギー を いく ぶん 、 ここ に 焦点 を 合わ せる 手助け を し て 
いま す 。 つ まり 、 彼 ら は た っ た 今 、 全 員 、 夢 の 状態 に あり ます 。 
ぐっ すり 眠っ て いる か 、 数 人 は どこ か で 昼寝 を し て いま す が 、 そ 
の うち の 1 人 は 、 実際 、 た っ た 今 、 研究 室 で 眠り こん だ ば か り で 
す 。 で も 、 彼ら の さま よ え る 意識 は 今日 、 こ こ に 来 て 聞い て いま 
す 。 あ な た 方 の エネ ルギー を 感じ し 、 た だ 超え て 行く だ け で な く 、 
どう や っ て 自分 を 本 当 に さま よわ せ 、 拡 張 し な が ら 一 鍵 と な 
る も の で す が 一 どう や っ て それ を 持ち 帰る か 、 と いう こと を 。 
その エネ ルギー を どう や っ て 持ち 帰る か 。 


あな た 方 の ほとん ど が 、 その よう な 体験 を し て いま す 。 自分 自身 
を オー プン に し て 、 さ ま よ わせ 、 別 の 領域 へ と 出かけ ます 。 で も 、 

自分 の 意識 全体 を 再び 、 こ の 地球 に 焦点 を 合わ せ 始 め る と 、 それ 
を 失う の で す 。 忘れ て し まい ます 。 マイ ンド が 占有 する と 、 別 の 
領域 か ら 持 ち 帰っ た も の が 何 な の か 、 理解 で き な い の で 、 それ を 
失 く し て し まい ます 。 それ は さら な る フラ スト レー ショ ン を 、 昔 
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立ち を 生み 出し ます 。 な ぜ な ら 、 ある レベ ル で は 一 ノウ イン 
グ ネ ス (知っ て いる 状態 ) の レベ ル で は 一 その エネ ルギー が 
そこ に ある の を 知っ て いる か ら で す 。 答 が そこ に ある の は 分 か る 
の で す が 、 それ で も どう や っ て も た ら せ ば 良い の か 、 分 か り ま せ 
ん 。 今日 、 私 た ちの 尊敬 すべ き 科 学者 の グル ー プ が いる 場所 が 、 
まさ に そこ で す 一 答 を 感じ よう と し て 、 知 ろ うと し て 、 も た 
ら そ うと し て いま す 。 


クオ ンタ ム ・ リ ー プ 


クオ ンタ ム ・ リ ー プ に つい て 、 ち ょ っ と 見 て み ま し ょ う 。 私 た ち 
が この 9 月 1 8 日 と いう 日 付 に 近づく に つれ て 、 現在 、 地球 規模 
で 何 が 起こ っ て いる か を 、 ちょ っ と 見 て み ま し ょ う 。 ここ に いる 
あな た 方 全員 が ご 存 知 の よう に ・・・ 私 た ち は た っ た 今 、 科学 
者 た ちと シェ ア し て いま す が 、 その 中 に は 、 手早く メモ を と っ て 
いる 人 も いま す 。 「9 月 1 8 日 か 、 そ の 時 、 何 が 起こ る の か ?」 
( 笑 ) そう で すね 、 何 も 起こ り ま せん 一 そし て 、 すべ て が 
起こ り ま す 。「 新 し い エ ネル ギー」 は 、 そ の よう に 作用 し ます 。 
無 と すべ て が 同時 に 起こ り ま す 。 


人 間 の 意識 を 測定 で きる な ら 、 地 球 上 に 体現 し て きた 天使 た ちの 
何 百 万 と いう 年 月 を 測定 で きる こと に な り ま す が 、 そ こ に は ある 
種 ・・・ ああ 、 こ の よう な 3 次 元 の 表現 を 使う の は 嫌 で す が 、 
それ は 図表 の よう な も の で す 。 私 た ち は 図 表 、 と 言い ます が 、 そ 
れ は また 、 ら せん 状 を 描い て も いま す 。 で すか ら 、 循環 する 、 ら 
せん 状 の 動き が そこ に は あり ます 。 ス ピー ド も 関わ っ て いま す 。 
この よう に 見 る こと も で きる で し ょ う が 、 グ ラフ の 一 方 の 端 は 、 
いわ ゆる グラ フ の 左側 は 、 と て も 小さ いら せん に な っ て いま す 。 
それ は な ぜ か と 言う と 、 始ま り に お いて は 、 人 間 の 意識 は 、 と て 
も 小さ な も の だ っ た か ら で す 。 


理解 し て お か な けれ ば な り ま せん が 、 こ の グラ フ は 実際 、 多 く 
の ・・・ それ は 多 次 元 的 な も の で す 。 理解 し や すく する た め に 、 
ここ で は それ を 、 3 次 元 の グラ フ と し て 説明 し て いき ます 。 で も 、 
3 次 元 ヴ ァ ー ジ ョ ン の グラ フ の すぐ 裏 に は 、 と て も 大 き な 片 われ 
が ある こと を 理解 し て 下さ い 。 それ が 、 あな た 自身 の 天使 の 部 分 
で あり 、 こ の 領域 に 体現 し て いな い 、 意識 を 持た な い 、 いわ ゆる 
魂 、 あ る い は スピ リ チ ュ アル な 意識 で す 。 それ は 、3 次 元 の 人 間 
の 意識 を 解釈 し た グラ フ の すぐ 裏 に 、 常に 層 と し て 、 ある も の で 
す 。 


で すか ら 、 こ こ に 、 「 体 現 の 始ま り (Beginning of Embodiment) 」、 
B.E.. に お いて 、 意識 を 一 人 間 の 意識 を 表す と て も 小さ な ら 
せん が あり ます 。 さ て 、 数 百 万 年 と いう 時 間 を 経て 、 ら せん は 、 


と て も ゆっ くり と し た 、 実 に 良く 計算 され た 速度 で 拡張 を 始め ま 
す 。 


それ か ら あ な た 方 は 、 いわ ゆる アト ラン ティ ス の 時 代 に 達し ます 。 
そこ で 飛躍 が 起こ り ま す 。 アト ラン ティ ス の お よそ 半ば の 時 代 ま 
で は 、 そ れ が これ まで と 同じ よう な 直線 的 な 道 を た どっ て いな い 
の が 見 えま す 。 らせん の スピ ー ド は 、 加速 し て いま す 。 らせん は 
突然 、 大 きく な っ て いる よう に 見 えま す 一 急上昇 し て いま す 
ー これ が アト ラン ティ ス の 時 代 で す 。 アト ラン ティ ス の 時 代 の 
終わ り に は 、 人 間 の 意識 の この グラ フ を 見 て みる と 、 不意 に 、 ら 
せん の サイ ズ が 減少 し て いる の に 、 ス ピー ド は そう で は な い の が 
分 か る で し ょ う 。 らせん の サイ ズ は 減少 し て いて も 、 スピ ー ド は 
減少 し て いま せん 。 これ は 、 意識 が 自ら に 折り 返し て いる よう に 
見 える 、 ア トラ ン テ ィ ス の 後期 を 表し て いま す 。 で も 、 本 当 は そ 
う で は あり ませ ん 。 スピ ー ド は まだ 、 そ こ に あり まし た 。 加速 度 
が 、 崩壊 し な いよ うに 流れ 続け る よう な 、 確立 し た パタ ー ン を 生 
み 出 し た の で す 。 


それ か ら お よそ 、 私 た ち は そ れ を 大 体 、1 万 年 前 と 呼ん で いま す 
が 、 こ の らせん は 、 と て も 予測 で きる 進路 へ と 成長 し まし た 。 ス 
ビ ピード は 予測 可能 な 速度 で 増え 、 突然 、 さら な る 飛躍 が 起こ っ た 
よう に 思え まし た 。 大 き な も の で は な い の で す が 、 いわ ゆる クオ 
ンタ ム ・ リ ー プ で は な い の で す が 、 方 向 が 変化 し まし た 。 ここ で 
再び 、 ら せん が 開き 、 少な く と も アト ラン ティ ス の 時 代 に あっ た 
よう な レベ ル へ と 後戻り し まし た 。 で も 、 そ の スピ ー ド は 、 この 
時 、 ア トラ ン テ ィ ス で 体験 し た も の より も 、 さら に 加速 し て いま 
し た 。 こ れ が 人 間 の 意識 で す 。 


と り わ け 、 過去 、 お よそ 1 万 年 前 か ら 8 千年 前 くら いま で の 期間 
は 、 人 間 の 意識 の らせん は 拡張 し 続け 、 か な り 一 貫 し た 速度 で 加 
速 を 続け て きま し た 。 で も 再び 、2 千 年 前 に 、 さ ら な る 変化 が 起 
こり まし た 。 スピ ー ド は さら に 速く な っ た の で 、 あ な た 方 人 間 の 
見 方 か ら す れ ば 、 ほとん ど 、 ら せん の スピ ー ド さえ 、 見 る こと が 
で き な い くら い 、 加速 し て いた と 言え る で し ょ う 。 この らせん は 
開い て いき まし た が 、 輪 の 間 の 距離 は も う 、 一 中 し て いま せん で 
じ だ 3 


つま り 、 過去 に は らせん は 、 そ の らせん の 輪 の 間 の 感覚 が 、 常に 
と て も パタ ー ン 化 さ れ た 、 と て も 予測 可能 な も の で し た 。 回 転 す 
る 大 き な ら せん 状 の 輪 の よう な も の で す 。2 千 年 前 に 、 ら せん の 
内 部 に ある 個々 の 輪 の 間隔 が 変化 する こと で 、 らせん の より 内 側 
に ある 輪 の 間隔 より も 、 外 へ 行く ほど 、 らせん の 間隔 が 大 きく な 
っ た の で す 。 2 千年 前 の こと で す 。 そし て 再び 、 ス ピー ド が 増し 
た の で す 。 


退屈 で し ょ う ? (セン ト ・ ジ ャ ー メ イン が クス クス 、 笑 う 。) 少 
な く と も カウ ル ダ ー は 退屈 な よう で す ! (セン ト ・ ジ ャ ー メ イン 、 
中 笑 、 笑 ) 


さて 、 こ こ で 私 た ち は ご く 最 近 の 年 月 に 、 過去 、 そ う で すね 、7 
年 間 と で も 呼び まし ょ うか 。 再び 、 ス ピー ド が さら に 加速 し て い 
ます 。 らせん は さら に 大 きく 成長 し て いま す 。 これ が 人 間 の 意識 
で す 。 測定 され て いる の は 、 人 間 の 活動 の よう な も の や 、 脳 の パ 
ワー、 いわ ゆる スピ リ チ ュ アル な 意識 、 認識 で あり 、 人 の 自分 自 
身 と の 関係 、 外 の 世界 の 人 々 と の 関係 で す 。 こ れ ら は 皆 、 人 間 の 
意識 の 指数 の 一 部 を な し て いま す 。 


そし て 私 た ち は 今 、 次 の 大 き な シ フト か ら 5 ヶ 月 に も 満た な いと 

ころ に いま す 。 で も 、 こ の 人 間 の 意識 と 呼ば れる らせん は 、 た だ 

さら に 拡張 し て いる だ け で は あり ませ ん 。 らせん の 内 側 の それ ぞ 

れ の 点 で さら な る 相違 点 が ある と いう だ け で は あり ませ ん 。 た だ 、 
速く な っ て いる だ け で は あり ませ ん 。 それ は 、 全 性 質 を 変え て い 

ます 。 ス ピー ド が も う 、 要因 に は な ら な い 、 と いう よう な 。 


つま り 、 スピ ー ド は 、 直線 的 に な る 傾向 が あり ます 。3 次 元 的 に 
な る 傾向 が あり ます 。 「 新 し い エ ネル ギー」 で は 、 ス ピー ド は も 
は や 、 要因 に は な り ま せん 。 私 は 、 あ な た 方 の 車 の スピ ー ド の こ 
と や 、 あ る 一 定 の 時 間 に ど れ く らい 速く 仕事 が で きる か 、 と いう 
こと だ け を 話し て いる わけ で は あり ませ ん 。 拡張 する 能力 に つい 
て 話 を し て いま す 一 この よう な か な り 予 測 可 能 な 、 らせん 状 
の や り 方 だ け で は な く 、 そ れ は あな た 方 の 3 次元 の 現実 で 起こ っ 
て いる も の で す が 一 で も 今 、 爆発 、 と 言え ます 。 爆発 で す 。 
2007 年 9 月 18 日 一 私 た ち は こ れ を 測定 し 、 と て も 注意 
深く 、 観察 し て いま す 一 この 日 、 ス ピー ド は も は や 、 問題 で 
は あり ませ ん 。 ら せん は も は や 、 問題 で は あり ませ ん 。 それ ら は 
図表 か ら 外 れ て いま す 。 


それ は 、 あ る 意味 で ・・・ 私 た ち が た っ た 今 、 話し た よう な や 
り 方 で この 図表 を 観察 し て みれ ば 、 す べ て が 消 減 し て いる よう に 
見 える で し ょ う 。 も は や 、 ら せん が 存在 せ ず 、 すべ て が 停止 し て 
いる か の よう に 。 それ は 、 ち な み に 、 マ ヤ 人 が ずっ と 前 に 、 人 間 
の 意識 の 発達 を 見 た 時 に 起こ っ た こと で す 。 彼ら は 、 それ が 消滅 
し た の を 見 まし た 。 彼ら の 予測 は 、 当然 、2 0 1 2 年 と いう こと 
で し た 。 いい 線 を 行っ て いま し た が 、 正確 で は あり ませ ん 。 何 か 
が 起こ り ま し た 。 これ は 運命 で は あり ませ ん で し た 。 単に パタ ー 
ン で あり 、 パタ ー ン は 変わ る こと が あり ます 。2007 年 9 月 1 
8 日 に 、 そ れ は 図表 か ら 外 れ ま す 。 


拡張 する 新しい エネ ルギー 


さて 、 ら せん は 、 あ る 意味 で 、 ま だ そこ に あり ます が 、 と て も で 
は あり ませ ん が 、 どん な 認識 可能 な シン ボル に も 描く こと は で き 
ませ ん 。 古い 意識 の エネ ルギー は 、 ら せん 状 で し た 。 新しい 意識 
は 、 拡張 する も の で す 。 拡張 する も の を 、 ど う や っ て 描け る と い 
う の で し ょ う ? つま り 、 それ は た だ 、 外 へ と 拡張 する だ け で な 
く 、 内 へ と 拡張 する だ け で な く 、 あら ゆる 様々 な 方 向 に 拡張 する 
か ら で す 。 あ ら ゆ る 様々 な 次 元 へ と 入り 、 出 て 来る か ら で す 。 


で すか ら 、 文字 通り 、 文字 通り 、 創造 者 の 思考 は 、 創造 者 の アイ 
デア は 、 この 次 元 か ら 飛 び 出 し て 、 別 の 種類 の 次 元 へ と 入る こと 
が で きま す 。 定義 され な いと ころ へ 、 明らか に 認識 で きる と ころ 
を 抜け 出し 、 そ し て 戻っ て 来る の で す 。 拡張 する エネ ルギー は 、 
ちな み に 、 常 に あな た の も と へ と 戻っ て 来 ま す 。 ゼ ロ 地 点 へ と 、 


「 今 」 へ と 。 


拡張 する エネ ルギー は 、「 今 」 に 発生 し ます 。「 新 し い エ ネル ギ 
ー」 は 、「 今 」 に 発生 し ます 。 そ れ は 定義 で き な い 、 あ ら ゆ る 種 
類 の 他 の 次 元 へ と 、 ゼロ 以下 の 次 元 へ と 飛び 出し 、 爆発 し 、 燈 列 
し ます 。 ネガ ティ ブ の 次 元 へ と 一 ちな み に 、 そ れ は 実際 、 存 
在 し ます 。 ポジ ティ ブ な 次 元 だ け で は あり ませ ん 。 正 の 数 だ け で 
な く 、 負 の 数 も あり ます 。 ポジ ティ ブ や ネガ ティ ブ な 次 元 だ け で 
な く ・・・ それ に ふさ わし い 言 葉 は まっ た く あ り ま せん 。 私 た 
ち が 、 予 測 で き な い 次 元 と 呼ぶ も の が あり ます 。 


何で も 、 ど ん な 欲求 で も 、 い わ ゆ る 創造 的 な 思考 で も 、「 今 」 か 
ら 飛 び 出 し て 、 も は や この よう な も の が 何 も 存 在 し な いか の よう 
に 思え る 地点 まで 、 他 の 次 元 へ と 入っ て 行く こと が で きま す 。 あ 
な た は アイ デア を 失 く し 、 思考 を 失 く し 、 人 間 と し て フラ スト レ 
ーション を 感じ る か も し れ ま せん 。 で も 、 何 が 起こ っ て いる か と 
言う と 、 そ れ ら は 出 て 行っ て いる の で す 。 さま よっ て いま す 。 で 
も 、 さま よっ て いる だ け で な く 、 そ こま で 拡大 し て 、 エ ネル ギー 
を 集め て いる の で す 。 情報 を 集め て 、 サポ ー ト を 集め て 、 あな た 
の た め に 「 今 の 瞬間 」 へ と その まま 、 戻っ て 来 ま す 。 それ は ブー 
メラ ン 効 果 の よう な も の で す 。 そこ に 投げ 出す と 、 戻っ て 来 ま す 
ー 戻っ て 来る と 、 そ れ は 見 た 目 も 、 感じ も 違い ます 。 それ は あ 
な た の ナス ト の 、 あな た の 解決 策 の エネ ルギー に 結び つき ます が 、 
秘訣 と な る の は 、 あな た が それ を 必ず 理解 する よう に する こと で 
す 。 そ れ は 戻っ て 来 ま し た 一 すべ て の エネ ルギー が 、 答 が 、 

「 今 」 へ と 戻っ て 来 ま し た 一 で も 、 今 、 あ な た は それ を 認識 
し な けれ ば な り ま せん 。 活性 化し な けれ ば な り ま せん 。 私 た ち は 
すぐ に その 話 に 入り ます 。 


ゲス ト の 科学 者 た ちの ワー ク 


で すか ら 、 こ の 科学 者 た ち が 、 今日 、 私 た ちと と も に いる の は 、 
テス ラ が 彼ら と と も に や っ て いる ワー ク が 、 あな た 方 が 彼ら と や 
っ て いる ワー ク が 、 そこ に ある 答 の いく つか を 彼ら に 気づか せ て 
くれ て 、 地 球 へ と も た ら す 助け に な る か ら で す 。 答 は 、 具 体 的 に 、 
この 世界 の エネ ルギー 資源 に 応用 で きる も の で す 一 石油 以 
外 の 、 この 地球 で 、 常に 再生 可能 な エネ ルギー 資源 一 それ は 
今後 、1 0 年 の うち に 現実 に 入っ て 来る で し ょ う 。 素早 く 、 衝撃 
的 な 、 た だ な ら ぬ 速度 で 現実 化す る の で 、 こ の 地球 に 存在 する 古 
い 人 金融 や 流通 シス テム を スト レス で まい ら せ て し まう こと に も 
な る で し ょ う 。 覚悟 し て お いて 下さ い 、 シ ャ ー ン ブラ 一 あな 
た 方 が それ を 求め た の で す ! 


今 、 入 っ て 来 な けれ ば な り ま せん 。 入 っ て 来 な けれ ば な り ま せん 。 
エネ ルギー で さえ 一 あな た 方 が 使っ て いる 燃料 エネ ルギー 
で さえ 、 終 わろ うと し て いま す 。 新 し い 形 が な けれ ば な り ま せん 。 
それ は 完全 に 違う も の に な る で し ょ う 一 風力 で も な く 、 太 陽 
光 で も な く 一 完全 に 違う も の で す 。 あ まり に シン プル な の で 、 
人 間 は どう し て 、 それ を 何 千 年 も 見 落と し て きた の か 、 不思議 に 
思う で し ょ う 。 で も 、 意識 は ふさ わし く あ り ま せん で し た 。 準備 
が で き て いな か っ た の で す 。 


この 科学 者 た ち は 、 研究 者 た ち は 、 身体 の 活性 化 を 促進 する た め 
の 新しい や り 方 に 目 を 向け て いま す 。 必ず し も 、 いわ ゆる 医薬 と 
いう も の で も な く 、 身体 へ の 興味 深い セラ ピー の よう な も の で す 
が 、 彼ら は 問題 に が つか っ て いま す 。 それ は 予測 可能 な も の で は 
な い の で す 。 そ れ が 効く 時 と 、 効 か な い 時 が ある の は な ぜ な の か 、 
理解 で き な い で いま す 。 科学 界 、 法曹 界 は 、 予測 可能 な 、 定義 で 
きる 結果 に 結び つけ る の で す 。 1 回 、 何 か を し た ら 、 そ れ は 何 度 
も 、 何 度 も 繰り 返し 、 再現 され る 必要 が ある わけ で す 。 


で も 、「 新 し い エ ネル ギー」 の 医療 は 一 私 は 、 手 を 使っ た 奇 
術 の 話 を し て いる わけ で は あり ませ ん 。「 新 し い エ ネル ギー」 の 
医療 に つい て 、 私 た ち は 話し て いま す 一 それ は 違う も の で す 。 
な ぜ 、 違う の で し ょ う ? (聴衆 の 誰か が 叫ぶ 「 そ れ は 新しい エネ 
ルギー で す ! 」) あり が と う ! それ は 「 新 し い エ ネル ギー」 
で あり 、 (セン ト ・ ジ ャ ー メ イン が クス クス 、 笑う ) それ は ま 
た 、 欲求 に 、 患者 の 、 病気 の 人 の 、 い わ ゆ る 意図 に 関係 し て いま 
す 。 その プロ グラ ム 全 体 に 参加 する 彼ら の 能力 に 関係 し て いま す 。 


この よう な も の は 、 と り わ け 、 が ん 患者 に 対し て 試験 的 に 行わ れ 
て いま す が 、 その 結果 は あま り に も 予測 不可 能 な も の で す 。 な ぜ 
な ら 、 彼ら は どん な 活性 化 の プロ セス に も な けれ ば な ら な い 、1 


つの 基本 的 な シン プル な 要素 を まだ 、 解 明 し て いな いか ら で す 。 
つま り 、 患者 の 欲求 で あり 、 責任 で す 。 患者 が 自ら の 自己 と 自ら 
の 身体 に 責任 を 負わ な けれ ば 、 この よう な 新しい 医療 の 効果 を 期 
待 す る の は と て も 難し く な り ま す 。 で すか ら 、 彼ら は この よう な 
ー そう だ っ た ! 一 患者 の エネ ルギー が ある こと が 重要 だ 
っ た ん だ 、 と いう 認識 に 達する こと に な り ま す 。 あな た 方 の 中 に 
は 、 こ の 分 野 で 実際 、 ワー ク す る 人 た ち も い る で し ょ う 。 必ず し 
も 、 医療 の 部 分 と は 限ら ず 、 クラ イア ント が 、 自分 の 内 側 で 変化 
と 活性 化 へ 影響 を 与え る こと が で きる こと を 理解 させ る た め の 
シン プル な ワー ク で す 。 ト バイ アス は 、 ワー クシ ョ ッ プ を や る で 
し ょ う 一 (セン ト ・ ジ ャ ー メ イン が クス クス 、 笑う ) も ちろ 
ん 、 時 間 が 許す よう に な っ て か ら で す が ! 一 人 間 が 、 こ の よ 
うな 手法 を 使っ て 、 他 の 人 間 の 活性 化 を 手助け する こと に 関係 し 
た も の で す 。 どの よう に 彼ら の ベッ ド の そば に いれ ば 良い か 、 彼 
ら が 責任 を 負う た め の 手 助け を 、 ど の よう に する の か 。 


さて 、 こ の 科学 者 た ち は ま た 、 食料 生産 に 関連 し た も の に も 取り 
組ん で いま す 。 食料 で す 。 現在 は 、 実際 、 肉 や 穀物 、 フ ルー ツ に 
いた る まで 、 す べ て の 生産 物 は 、 比 較 的 、 未 圭 で す 。 地球 と 太陽 、 

月 、 ま た 、 ど の よう に 植物 が 育つ の か 、 と いう 原動力 の 、 本 当 の 
意味 で の 直感 的 な 理解 が あり ませ ん 。 土壌 に 対す る 基本 的 な 理解 
は いく ら か あり ます が 、 実に 制限 され た 、「 古 い エ ネル ギー」 の 
形 で し か あり ませ ん 。 地面 に 何 か を 植え て 、 そこ に 水 を や り 、 少 
し の 太陽 が あれ ば 、 育 つか も し れ な いし 、 育 た な いか も し れ な い 、 
と いう よう な 基本 的 な 理解 は あり ます 。 


で も 、 この よう な も の すべ て の 相互 関係 に 対す る 、 まっ た く 新 し 
い 理 解 が 出 て 来る で し ょ う 一 エネ ルギー、 植物 、 食物 の 相互 
関係 で 、 今後 2 0 年間 で 、 ど の 家庭 で も 、 自分 た ちと その 近所 の 
人 た ち 全 員 あ わせ て も 十分 な 食料 を 育て る こと の で きる 、 小 さ な 
庭 を 持つ まで に な る で し ょ う 。 これ だ け の 量 を 食べ な く て も 肉体 
を 維持 する に 十分 な 栄養 素 、 ビタ ミン 、 純粋 な エネ ルギー を 含ん 
だ 食物 を 。 私 は 一 特に この 大 陸 で は 一 中 に は 、 お 皿 に 山 
盛り に する 人 た ち を 見 ます が 、 一 それ で も 、 ど れ だ け の 栄養 
が 摂取 で きる で し ょ うか ? その 多く が また 、 栄 養 に も な っ て い 
ませ ん 。 な ぜ な ら 、 現在 の 食物 の 多く に は 、 ほとん ど 生 命 カ エネ 
ルギー が 入っ て いな いか ら で す 。 現在 の と ころ 、 庭 か ら 摘み 取っ 
た ば か り の 新鮮 な も の で も 、 その 栄養 素 と 生命 カエ ネル ギー と い 
う 点 か ら 言う と 、 本 来 で あれ ば 容易 に 3 0 や 4 0 ある は ず の 要素 
が 、2 くら いし か 、 あ り ま せん 。 あ な た が 食べ る 食物 は 、 本 当 に 
身体 に に っ て 、 ほん の 少し の 効果 し か も た ら さ な い の で 、 日 に 5 
回 も 6 回 も 食べ な けれ ば な ら な いわ け で す 。 


あな た の 身体 と 、 摂取 され る 食物 は 、 こ の よう な こと 自体 、 理解 
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し て いま せん 。 食物 は 、 貯蔵 し 、 活用 する た め の 、 あ る 一 定 の 基 
盤 と な る も の だ 、 と 教わり 、 そ の よう に 信じ て きま し た 。 食物 は 
実際 、 も っ と ずっ と 、 知 的 に な れる の で す 。 それ が 私 た ちか が 追求 
し て いく も の で す 。 そ れ が 、 こ こ に いる 科学 者 の 1 人 が と り わ け 、 
取り 組ん で いる も の で す 一 いわ ゆる 生命 カエ ネル ギー を 高 
レベ ル に 含ん だ 、 知性 を 持つ 食物 に 。 あな た の 身体 全体 に 栄養 を 
与え 、 自ら を 分 配 する 知性 で あり 、 何 日 も 、 さ ら に は 何 週間 も 食 
べ る こと な く 、 脂肪 と し て 蓄え る こと な く 、 適切 な 量 の 栄養 を 蓄 
える 知性 。 それ は 出 て 来 ま す 、 シ ャ ー ン ブラ 。 すぐ 間近 に あり ま 
す 。 


今日 、 こ こ に いる 、 こ の 科学 者 の グル ー プ か ら は 、 他 に も と て も 
多く の 開発 が 出 て 来 て いま す 。9 月 1 8 日 以降 、 その 開発 が 出 て 
来る の を あな た は 見 る で し ょ う 一 必ず し も 9 月 19 日 と い 
うわ け で は あり ませ ん が 、 今後 、 数 年 を か け て 出 て 来 ま す 一 
急速 な テク ノロ ジー の 発展 と 進歩 が 、 医療 に お ける 急速 な 変化 が 、 
エネ ルギー に お ける 急速 な 変化 が 、 ス ピリ チュ アリ ティ に お ける 
急速 な 変化 が 。 え え 、 そ れ は すべ て 結び つい て いま す 。 す べ て 、 
互い に つなが っ て いま す 。 これ ら は 9 月 1 8 日 以降 、 出 て き 始め 
る で し ょ う 。 それ ら は 可能 性 の 中 に あり ます 。 現在 、 ふ 卵 器 の 中 
に いる 段階 に あり ます 。 この 科学 者 の グル ー プ は 、 繰り 返し ます 
が 、 行 き づ ま っ て いま す 一 マイ ンド の せい で 行き づま っ て い 
ます 。 行き づま っ て いる の は な ぜ か と 言う と 、 彼ら が 、 定義 され 
な いと ころ へ 入っ て 行き 、 こ こ に 持ち 帰る こと が で きる 、 と いう 
こと 自体 を 理解 し て いな いか ら で す 。 


シャ ー ン ブラ 、 あな た 方 が 、 こ の プロ セス を 促進 する 手助け を し 
て いま す 。 今日 、 あな た 方 が 彼ら を 部 屋 に 入れ て あげ た か ら 、 と 
いう だ け で な く 、 あな た の エネ ルギー を 感じ させ て あげ て いる か 
ら 、 と いう だ け で な く 、 た っ た 今 、 私 た ち が 体 験 し て いる この 旅 
に 一 緒 に 連れ て 来 て あげ て いる だ け で な く 、 こ の 量子 (クォン タ 
ム ) 意識 と 呼ば れる も の を 理解 させ て あげ る だ け で な く 。 それ だ 
け で は な く 、 彼 ら 5 が ワー ク を する 際 、 新 し い 開発 を 世に 出す 際 に 、 
彼ら に は それ を と も に や っ て 行く 誰か が 必要 に な る か ら で す 。 


この よう な 新しい テク ノロ ジー を 使っ て 、 身体 を 癒す 方 法 を 、 誰 
が 人 間 に 教 える の で し ょ う ? と て も 「 新 し い エ ネル ギー」 の や 
り 方 で 、「 新 し い エ ネル ギー」 一 この 燃料 を 基盤 に し な い 資 
源 一 の 新しい あて は め 方 を 誰が 構造 化し て 、 定 義 す る の で し 
よう ? 誰が 、 人 間 を 新しい スピ リ チ ュ アリ ティ で 、 とりわけ 助 
言 する の で し ょ う 一 宗教 と いう こと で も な く 、 テ クニ ッ ク と 
いう こと で も な く 、 古い 儀式 を 行う と いう こと で も な く 、 た だ も 
う ひ と つの 違う ルー ル を 一 式 、 と いう こと で も な く 、 マイ ンド を 
分 裂 さ せる こと な し に 一 自分 の 人 間 性 の 本 質 に 、 自分 の 神 性 


の 完全 な 、 純粋 な 本 質 を 統合 させ て くれ る 本 当 の 、 新しい スピ リ 
チュ アリ ティ を 。 


シャ ー ン ブラ 、 あな た 方 が この 年 月 を 通過 し て きた こと か ら 、 こ 
れ が 試練 で ある の を 、 戦 場 で ある の を 、 あ な た は 知っ て いま す 。 
これ は 戦場 で す 。 あな た に は 、 これ だ け の 素晴らし い 性 質 を 持つ 
ー 制限 を 持ち な が ら 、 で も 美 を 持つ 一 人 間 と し て の 面 が 一 
方 に は あり ます 。 人 間 の 状態 一 それ は 美 で す 。 どん な 天使 も 
感じ る こと の で き な い や り 方 で 物事 を 感じ る こと が で きる と い 
う の は 、 美 で す 。 と て も リア ル で 、 肉体 的 な 形 で 物事 を 体験 する 
能力 、 ど ん な 天使 も 感じ る こと の で き な い や り 方 で 。 実に 深く 、 
実に リア ル で 、 実に 実在 感 が ある 体験 、 そ こ に は 美 が あり ます 。 
純然 た る 美 が 。 で も 、 そ れ を この いわ ゆる 神 性 、 あ な た の 本 質 、 
真実 一 あな た の 真実 、 あ な た の 純粋 さ 、 あな た の 完全 な 信頼 

と 混ぜ 合わ せよ うと する と 、 こ の 2 つ を 一 緒 に し よう と する 
と 、 そ こ に は 葛藤 が 、 衝突 が 生ま れ ま す 。 そ し て その 衝突 は 、 マ 
イン ド で 起こ り ま す 。 マ イン ド で 。 こ れ が 戦場 な の で す 。 


究極 に は 、 身体 に 影響 を 及ぼ し ます が 、 それ は マイ ンド で 起こ り 

ます 一 不確か さ 、 怖 れ 、 コ ント ロー ル 、 闇 、 孤独 。 それ が ど 

の よう に 作用 し て いる か 、 と いう こと へ の 理解 の 欠如 、 あな た の 

マイ ンド の 中 に ある 恐 怖 。 マイ ンド は 地獄 の 深み の よう な も の へ 、 
悪夢 へ と 身 を 置い て いる か の よう に 感じ て いま す 。 進行 し て いる 

この 闘い の せい で す 。 


この よう な 人 間 に 、 新 し い ス ピリ チュ アル な テク ノロ ジー 一 
と 私 た ち は 言い ます が 一 それ を 誰が 教え る の で し ょ う ? 
この よう な 人 間 に 、 脳 に 負担 が か か り 過 ぎ な いよ うに 、 結果 的 に 
「 古 い エ ネル ギー」 の 心理 学者 の も と へ 行き 、 と て も 、 と て も 一 
何と 言い ます か 一 効果 の な い 投 薬 を 受け て 、 それ は また 、 内 
な る 意志 を も 破壊 する も の で す が 一 人 間 と その 神 性 の 神聖 
な る 意志 で す 一 そう な ら な いよ うに 、 誰 が 彼ら の 意識 に イン 
スピ レー ショ ン を 与え る 方 法 を 教え る の で し ょ うか ? この よ 
うな 人 間 た ち に 、 誰が 教え る の で し ょ うか 、 シャ ー ン ブラ ? 私 
た ち が あ な た 方 の も と へ 来る の は それ が 理由 で す 。 私 た ち が 、 変 
化 が ここ に ある 、 と は っ きり 言う の は 、 そ れ が 理由 で す 。 そ れ は 、 
今 で す 。 


エネ ルギー の 始動 


現在 、 地球 で 、 あ な た が な ぜ 、 と て も 多く の こと を 感じ 、 体験 し 
て いる の か と 言う と 、 エ ネル ギー が 始動 し て いる か ら で す 。 現 在 、 
エネ ルギー が 動い て いま す 。 古い 動き で は な く 、 単に スピ ー ド や 
拡張 に 限ら ず 、 超え た と ころ へ と 動い て いま す 。 人間 が 、 人 間 の 
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状態 の まま で は 行っ た こと の な い 領域 へ と 動い て いま す 。 世界 中 
で エネ ルギー が 始動 し て いま す 。 あな た は 、 世界 が 狂乱 状態 に 陥 
っ て いる の で は な いか 、 と 思う こと が あり ます 一 世界 が 狂乱 
状態 に 陥っ て いな い の な ら 、 少 な く と も 自分 が そう な の だ 、 と 。 
それ は 単に 、 エネ ルギー が 始動 し て いる か ら だ と いう の を 、 理解 
し て 下さ い 。 それ は すべ て に 影響 を 及ぼ し て いま す 。 この よう な 
概念 を 理解 し な い 人 に さえ 、 影響 を 与え て いま す 。 彼ら に は ある 
意味 で 、 最も つら いこ と で す 。 何 が 起こ っ て いる の か 、 さ っ ぱり 
分 か ら な いか ら で す 。 現在 、 あ ら ゆ る も の が 荒れ 狂っ て いる よう 
に 見 える の は な ぜ な の か 、 あ ら ゆ る も の が 多層 に 見 える の は な ぜ 
な の か 、 分 か ら な い の で す 。 


人 間 は 、 エ ネル ギー を 1 つの 限定 され た 次 元 の 層 で 見 る こと に と 
て も 慣れ て いま す 。 と て も 心地 よく 感じ ます 。 太っ て 、 そ れ に 満 
足し ます 。 も ちろ ん 、 ず っ と 文句 を 言い 、 叫び 続け て 、 抜け 出し 
た いと 思う の で す が 、 エ ネル ギー が 今 の よう に 始動 し て いる と 、 
か つて な いよ うに 始動 し て いる と 、 彼 ら は と て も 居心地 悪く 感じ 
ます 。 その 結果 、 何 が 起こ る で し ょ う ? 人 間 が 、 多 次 元 的 な 意 
味 で エネ ルギー が 始動 し て いる の を 理解 し な いと 、 気 が 狂っ て し 
まい ます 。 学校 で の 発砲 事件 、 ハ イジ ャ ッ ク 、 テ ロ 活 動 、 自 殺 、 
うつ 、 そ の よう な あら ゆる も の で す 。 激しい 怒り 、 暴力 、 こ の よ 
うな も の の 中 で も 最悪 な の が 、 お そら く 、 自 分 の セク シュ アル ・ 
エナ ジー に 対す る 、 と て も ね じ 曲 が っ て 、 歪ん だ 理解 で す 。 な ぜ 
な ら 、 エネ ルギー が 始動 し て いる と 、 マイ ンド は 戦場 に な り 、 そ 
こ に 何 が 入っ て 来る と 思い ます か ? セク シュ アル ・ エ ナジ ー の 
ウィ ルス で す 。 そ れ は ね じ 曲 げ ま す 。 そ れ は 摂取 し ます 。 そ れ が 、 
現在 、 世界 で 起こ っ て いる こと で す 。 エネ ルギー が 始動 し て いま 
す 。 


それ は あら ゆる 様々 な レベ ル で 起こ っ て いま す 。 いわ ゆる 宗教 の 
レベ ル で さえ 、 起こ っ て いま す 。 え え 、 私 た ち は 良 く 宗 教 の 話 を 
し ます が 、 そ れ は 宗教 が 、 意識 を 所 有 し よう と する か ら で す 。 宗 
教 は ・・・ ここ で は 私 た ち は 何 か 1 つの 宗教 に つい て 話し て い 
る わけ で は な く 、 宗教 一 般 の 話 を し て いま す ・・・ 宗教 は 、 ま 
っ た く 人 工 的 な も の で す 。 神 と は 何 の 関 係 も あり ませ ん 。 彼ら は 
神 を 理解 し て いま せん 。 彼ら の 神 は 、 人 で あり 、 彼 ら の 神 は 人 間 
の 性 質 を 持っ て いま す 。 現在 は 、 信仰 を 持つ より は 、 無心 諭 者 で 
いた 方 が 、 身 の た めで す 。 彼ら は 、 神 の 本 当 の 定義 を 理解 し て い 
な いか ら で す 。 彼ら が 「 定 義 な く 」 に 入っ て 行っ た こと は あり ま 
せん 。 彼ら は 神 を 定義 し よう と し ます 一 何 千年 も の 間 、 試み 
て きま し た 一 彼ら の イメ ー ジ の 中 で 、 制限 の 中 で 、 マイ ンド 
の 中 で 。 


で すか ら 今 、 宗教 は 、 大 体 、 現在 、 地球 上 に いる 7 0 て 809% の 


人 間 を 一 また 、 人 間 の 意識 の ほぼ すべ て を 一 コン トロ ー 
ル し て いま す 。 この よう な 宗教 は 一 主要 な も の は 一 メシ 
ア (救世 主 ) を 、 メ シア の 帰還 を 待っ て きま し た 。 彼ら は ジー ザ 
ス を 待っ て きま し た 。 自分 た ち を 救う 者 を 待っ て きま し た 。 待っ 
て ・・・ 待っ て ・・・ 待っ て 、 何 世代 に も わた っ て 。 


さて 、 その うち の どこ か の 世代 が 真実 に 気づき 、 こう 言う の で は 
な いか 、 と あな た は 思う で し ょ う 。「 で も 、 お 父さん 、 あ な た に 
は 起こ ら な か っ た 。 お じい ちゃ ん 、 メ シア は あな た の と ころ に は 
や っ て 来 な か っ た 。 曽 祖父 の と ころ に も メシ ア は 来 て いな い 。 た 
ぶん 、 も し か し た ら 、 メ シア は 来 な い の か も ( 笑 ) ・・・ 決し 
て 。」 お そら く 、 メ シア は 本 当 に 成長 し て 、 こ の 惑星 か ら 出 て 
行っ て 、「 花 の 橋 」 に た どり 着い て 、「 さ よ な ら 、 家族 の 皆さん 」 
と 言っ た の か も し れ な い 。」 (さら に 笑 ) お そら く メ シア は 、 
彼 の 、 ある い は 彼女 の 地球 で の 最後 の 生涯 を 完了 し て 、 こ う 言 っ 
た の か も し れ な い 。 「 さ て 、 あ な た 次 第 で す 。 私 を 呼び 戻さ な い 
で 下さ いね 。 私 は 「 第 3 の サー クル 」 に 行く の だ か ら 。 バ イ ! 」 
(セン ト ・ ジ ャ ー メ イン 、 笑 、 聴 衆 、 拍手 、 た くさ ん の 笑 ) 


私 は 「 ア セン ショ ン ・ ス クー ル 」 で や や 、 普通 で な いこ と を し て 
注目 され た の で 、 その ハイ な 気分 が 少々 、 残っ て いる と 言っ て お 
か な けれ ば な り ま せん 。 ト バイ アス が 、 ニュ ー エ イジ の 反逆 児 だ 
と 思っ て いる な ら ・・・ (爆笑 、 セン ト ・ ジ ャ ー メ イン は 、 ジ ェ 
フ ・ ホ ッ ピ の 新聞 の イン タビ ュー 記事 で 、 ト バイ アス が 「 ニ ュー 
エイ ジ の 反逆 児 」 と 呼ば れ た こと を 話し て 、 ク スク ス 笑 う ) で 
すか ら 、 シ ャ ー ン ブラ 、 (セン ト ・ ジ ャ ー メ イン は まだ 、 笑っ て 
いる ) 言っ た よう に 、 私 は 今日 は 、 た だ の 代理 の 教師 で す ! 


さて 、 こ こ で 宗教 が 、 意識 を 保持 し 、 メ シア を 待っ て いま す 。 メ 
シア は 到来 し ませ ん 。 そ れ は 、 教 会 が 待ち 続け させ る た め に 、 人 々 
を コン トロ ー ル し 続け る た め に 作り 出し た 古い 、 安 っ ぽい 約束 で 
し た 。 メシ ア は 戻っ て は 来 ま せん 。 最大 限 、 楽観 的 な 見 方 を し て 
みた けれ ば 、 あ な た が 、 あ な た の メシ ア だ と 言え ます 。 あ な た が 、 
あな た 自身 の キリ スト の 種子 な の で す 。 あな た が 、「 新 し い エ ネ 
ルギー」 で す 。 それ を ある い は 、 最大 限 、 楽観 的 な 見 方 を し て み 
た けれ ば 、 メシ ア は 1 人 の 人 で は な く 、 メ シア は 1 つの 出来 事 だ 
っ た 、 と 言え る か も し れ ま せん 。 メシ ア は 、 人 類 に と っ て の 、 意 
識 の クォン タム ・ リ ー プ で す 。 それ が メシ ア で す 。 誰か 、 あ ご ひ 
げ を 生やし た 人 が 、 間 抜け な ロバ に で も 乗っ て フラ フラ と や っ て 
来る の を 待た な いで 下さ い ! (爆笑 ) 私 た ち は 、 カ ウル ダー を 、 
この 定義 の な い 、 圏外 の 領域 に 押し や っ て お か な けれ ば な り ま せ 
ん 。 


で すか ら 、 現 在 、 起 こっ て いる の は 、 意 識 が 、 長 い 間 、 あ る 種 、 
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ま ど ろ ん で いた 、 と いう こと で す 。 え え 、 そ れ は 動き 、 拡張 し て 
きま し た が 、 ま どろ ん で も いま し た 。 意識 は 眠っ て いま し た が 、 
現在 、 そ こ か ら 出 て 来 よ うと し て いま す 。 で すか ら 、 世 界 中 で エ 
ネル ギー が 始動 し て いま す 。 エネ ルギー が 変化 し 、 移り 変わ っ て 
いま す 。 あな た が この よう な 多く の こと を 感じ て きた の は 、 それ 
が 理由 で す 。 不 安 や 緊張 と 解釈 で きる 、 あ ら ゆ る も の を 。 そ れ を 、 
すべ て が と て も 急速 に 加速 し て いる 、 と 解釈 し て いる か も し れ ま 
せん 。 な か な か 、 つ いて いけ な いで いる か ら で す 。 


あな た 方 の 多く が 、 最近 、 こ の よう な こと を 感じ て いま す 。「 そ 
れ は すぐ ここ に ある 。 ここ に ある けれ ど 、 そ れ が 何だ か 、 分 か ら 
な い 。 どうやって 引き 出せ ば よい の か 、 分 か ら な い 。 ここ に ある 
の は 分 か っ て いる の に 。 」 あな た 方 の 多く が 古い も の を 捨て 去 
る 、 あ るい は 古い も の を 手放す 準備 が 、 本 当 に で き て いる と 感じ 
て いま す が 、 ど う や っ て や れ ば 良い の か 、 分 か ら な いで いま す 。 
中 に は 、 古い も の を 手放し た と し て も 、 それ が くっ つい た まま だ 
と 感じ て いる 人 も いま す 。 去り た く な いと 。 それ は 本 当 で す 。 な 
ぜ な ら 、 あ る 意味 で 、 そ れ は 投資 され て いる か ら で す 。 


あな た の 「 古 い エ ネル ギー」 は 、 あ な た の 古い 自己 は 、 自 ら を 投 
資 し て いま す 。 去り た く な い の で す 。 私 た ち が 「 新 し い エ ネル ギ 
ー」 と 呼ぶ 、 こ の 途方 も な いも の が ここ に 来 て いる に も か か わら 
ず 、 ここ で ウロ ウロ 、 し て いた い の で す 。 た くさ ん の 様々 な エネ 
ルギー の レベ ル が 、 始動 し て いる あら ゆる レベ ル の エネ ルギー が 
ー ちなみ に 、 地球 だ け で は あり ませ ん 。 エネ ルギー は 現在 、 天 
界 の 領域 で さえ 、「 近 い 領域 」 で さえ 、 始動 し て いま す 。 あな た 
方 の 中 に は 、 そ こ に 行く 人 た ち も い ます 。 特に 、 ド リー ムウ ォ ー 
ク を し て いる 間 に 。 そこ で は 何 か が 違う こと が 、 あな た に は 分 か 
っ て いま す 。 エ ネル ギー が 始動 し て いる の で す 。 


あな た は 、 あ な た 方 の 中 に は 、「 近 い 領域 」 に 行く の を 好む 人 た 
ちがい ます 。 あ な た 独自 の ちょ っ と し た 空間 の 中 に 。 中 に は 、 ト 
バイ アス の も の に 似 た 小さ な コテ ー ジ を 建て た 人 も いま す 。 美 し 
い草 原 を 持っ て いる 人 も いま す 。 数 人 の 人 は 、「 近 い 領域 」 に 自 
分 の 特別 な 丘 の 頂上 を 持っ て いて 、 た だ 、 リ ラッ クス する た め に 
そこ に 行く の を 好む 人 も いま す 。 で も 最近 、 あ な た は そこ に 行っ 
て も 、 あま り リ ラッ クス で きま せん 。 あな た が 良く 行っ た 素敵 な 
ちょ っ と し た 丘 の 頂上 の 避難 所 に は 、 今 で は 風 が 吹い て いま す 。 
今 、 雲 が か か っ て き て 、 そ れ を 除け よう と し て も 、 何 を し て も 、 
あな た は こう 言い ます 。「 ま っ た く 、 こ れ は 私 の 現実 な の に ! 」 
する と 雨 が 降り 始め ます 。 ( 笑 ) それ は あな た が 現在 、 エ ネル 
ギー の 始動 の 影響 を 感じ て いる か ら で す 。 


現在 、 そ れ は まる で ほとん ど 、「 新 し い エ ネル ギー」 の フィ ー リ 


ング の よう な 、 明る く 晴 れ た 日 で ある に も か か わら ず 、 雲 が か か 

っ て くる よう な も の で す 。「 古 い エ ネル ギー」 の 雲 が 、 美 し い 「 新 
し い エ ネル ギー」 の 日 に 影 を 、 闇 を 落と すこ と が あり ます 一 

少な く と も 、 それ が どん な も の か 、 大 体 、 お 分 か り に な る で し ょ 

う 。 ここ で 覚え て お いて 下さ い 、 あな た が 雲 を 超え て 、 エネ ル ギ 

ー を 拡張 する と 、 そ こ に は 何 が ある で し ょ うか ? 太陽 で す ! 
「 新 し い エ ネル ギー」 で す ! 


それ は 現在 、 エネ ルギー の 始動 か ら 来る 、 原動力 の 一 部 で す 。 あ 
な た に と っ て は すべ て が 、 ひっ くり 返り 、 裏 返 っ て いる よう に 思 
えま す 。 自分 を コン トロ ー ル し よう と し ます が 、 何 を し て も うま 
くい か な いか の よう に 思え ます 。 それ は 自然 な こと で す 。 ふさ わ 
し いこ と で す 。 それ は 現在 、 あな た 自身 の 個人 的 な エネ ルギー が 
始動 し て いる こと に 関係 し て いま す 。 あな た が 体験 し て いる 内 部 
の 変化 に 、 マイ ンド の 変化 に 、 そし て 身体 の 変化 に 関係 し て いま 
す 。 


あな た の 身体 は 、 シ ャ ー ン ブラ 、 現在 、 目 覚め つつ あり ます 。 そ 
れ は 、 何 を すれ ば 良い の か さえ 、 分 か ら な い 、 独自 の スラ ンプ 状 
態 、 独自 の 意識 的 に 麻痺 し た よう な 状態 に あり まし た 。 本 当 に は 
どう すれ ば 良い か 知っ て いる や り 方 で 活性 化 で き な か っ た の は 
それ が 理由 で す 。 それ は 現在 、 目 覚め つつ あり ます 。 それ は 目覚 
め よ うと し て いて 、 自 ら 活 性 化す る エネ ルギー を 持っ て いる こと 
に 気づい て いま す 。 どう や っ て エネ ルギー 効率 を 良く すれ ば 良い 
の か が 、 分 か っ て いま す 。 


あな た の 身体 は 一 た っ た 今 、 私 が あな た に 話し か け て いる こ 
の 瞬間 に も 一 あな た の 身体 は 、 実際 、 呼び か け て いま す 。 そ 
れ は 、 こ の 「 新 し い エ ネル ギー」 の 生体 の こと を 知っ て いま す 一 
それ は 肉体 で は な く 、 意識 の 属性 で す が 一 あな た の 「 新 し い 
エネ ルギー」 の 生体 で あり 、 そ れ は ほとん ど 、 パラ レル の よう な 
も の で す 。 ほとん ど 、 あな た の 固い 肉体 の 生体 の 片 わ れ の よう な 
も の で す 。 それ は す で そこ に あり 、 あな た の 肉体 は その こと を 知 
っ て いま す 。 それ は 呼び か け て いま す 。 それ と 統合 し た いと 思っ 
て いま す 。 それ と 一 緒 に いた いと 思っ て いま す 。 まっ た く 新 し い 
形 で 自ら を 癒す こと が で きる の を 、 知っ て いま す 。 で すか ら あ な 
た の 身体 は 、 呼 び か け て いま す 。「 ハ ロー、 誰 か そこ に いま すか ?」 
( 笑 ) 「 入 っ て 来 て 下さ い 。 そ こ に いる の は 分 か っ て いま す よ 、 
入っ て 下さ い 。 これ を する の に 今 、 私 と 一 緒 に いて 下さ い 。」 こ 
こ で 、 再び 、 私 た ち は 障 害 物 に が つか り ま す 。 それ は そこ に あり 
ます 。「 新 し い エ ネル ギー」、 新 し い 意 識 、 新 し い 発明 、 新しい 
スピ リ チ ュ アリ ティ 一 この すべ て が 、 そこ に あり ます が 、 ど 
う や っ て 最終 段階 に 、 最 終 的 な 融合 に 持っ て 行く の で し ょ うか ? 
どう や っ て 持っ て 行く の で し ょ う ? 


定義 な く 


2, 3 の 簡単 な ステ ッ プ で す ・・・ 2, 3 の 簡単 な ステ ッ プ で 
す 。 ま ず 1 つ は 、 ト バイ アス が 話し て いる こと で す 。 定義 な く 。 
マイ ンド か ら 出 て 行き 、 超え て 行く こと で す 。 な ぜ な ら 、 言葉 を 
つけ 加え よう と し た 瞬間 に 、 それ は 再び 、 消滅 する か ら で す 。 そ 
れ は まだ 、 そ こ に あり ます 。 た だ 、 あ な た の 意識 の 認識 か ら 出 て 
行く だ け で す 。 その 周辺 に 精神 的 な 思考 を 形成 し よう と し た 瞬間 
に 、 それ は 消 減 し ます 。 それ は 実に 奇妙 な か くれ ん ぼ の ゲ ー ム を 
し ます 。 そう し た いか ら で は な く 、 マイ ンド に つか まる よう な バ 
カ な こと は し な いか ら で す 。 そう は し ませ ん 。 そこ に は 入っ て 行 
か な い の だ 、 と いう こと を 知っ て いま す 一 いずれ に し て も 、 
正面 玄関 か ら は 。 それ は マイ ンド が 、 あな た の 人 間 の 制限 が 窒息 
させ な いよ うに 、 美しい 形 で 入っ て 来 ます 。 監禁 され る こと は あ 
り ま せん 。 罠 に は まる こと は 、 あ り ま せん 。 それ は 統合 する こと 
が で きま す が 、 窒息 させ る こと は で きま せん 。 


で すか ら 、 近く に 来 た と 思う と 、 あな た が 大 き な ブ レイ クス ルー 
へ の 準備 が で きた と 感じ る と すぐ に 、 それ は 消滅 する よう に 思え 
る の で す 。 あ な た の マイ ンド が 、 そ こ に 網 を か け よ うと する と 、 
すり 抜け て し まい ます 。 ト バイ アス が 定義 の な い 、 オ ー プ ン さ 、 
純粋 さ の 部 屋 と 呼ん だ 、 あ な た 自身 を 、 あ な た の 意識 を 拡げ て 、 
偉大 な る 定義 され な いあ な た 自身 へ と 入る 場所 、 そ こ に 入る こと 
に より 、2 者 が ダン ス を する こと が で きま す 。2 者 が 結婚 する こ 
と が で きま す 。 2 者 は この 「 今 」 の 瞬間 に 、 共 存する こと が で き 
る の で す 。 


で は 、 私 た ち は そ こ に 出かけ ます 。 あ な た 方 は 当然 、 練習 し て き 
た で し よう 。 毎日 、「 定 義 な く 」 の 宿題 に 熱心 に 励ん だ こと で し 
よう 。 私 た ち は そ こ に 出かけ ます 。 ジ ョ ディ 、 音楽 を お 願い し ま 
す 、 フル ー ト で 。 (聴衆 の 誰か が 、 あー あ 、 と 言う ) 「 あ ー あ 」 
は いい で し ょ う ! この た め の 準 備 は で き て いる は ず で す ! ( セ 
ント ・ ジ ャ ー メ イン が クス クス 、 笑う) で は 、 私 た ちの 親愛 な 
る ミス ・ 司 会 者 に は 、 前 も っ て 音楽 を 演奏 する こと を 警告 し て い 
ませ ん で し た が 、 音楽 を お 願い し ます 。 明る い 調子 の ・・・ 何 
を 演奏 する か 、 正確 に 分 か り ま す 。 私 が あな た と 一 緒 に 指 を 動か 
し ます し 、 ま た 、 一 緒 に 吹き ます の で 。 


で は シャ ー ン ブラ 、 深 呼吸 を し て 下さ い 。 


で は 、 音 楽 を お 願い し ます 。 な ぜ な ら こ の 音楽 は と り わ け 、 今 日 、 


演奏 され る も の は 、「 定 義 が な い 」 か ら で す 。 オー プン に ・・ と 
て も オー プン に 。 


音楽 が か か り ま す の で 、 大 胆 に な っ て 、 自分 を 定義 の 必要 の な い 
と ころ へ と 行か せ て あげ て 下さ い 。 


(フル ー ト の 音楽 が 演奏 され て いる ) 


呼吸 を 続け て ・・・ 


( 間 ) 


私 た ち は 、1 2 人 の 科学 者 と ニコ ラ ・ テ スラ に 参加 する よう に お 
願い し ます 。 外 側 の 領域 に 行き まし ょ う 。 


( 間 ) 


・・ マ イン ド が 継続 する 必要 の な い 場所 へ ・・・ 


・・・ で は 、 こ こ で 自分 自身 を さま よわ せ て 下さ い ・・・ 


( 間 ) 

ここ は 美しい で す ・・・ 完璧 で す ・・・ 
( 間 ) 

呼吸 を 続け て 下さ い 。 


(音楽 が 終わ る まで 、 長 い 間 ) 


あり が と う 。 


つま り 、 本 当 に 極め て シン プル な の で す 。 スト レス を か ける 必要 
は 、 頑張 る 必要 は あり ませ ん 。 ひ と た び 、 本 当 に あな た 自身 を 、 
あな た の 「 超 えた と ころ 」 へ 入れ て あげ れ ば 、 それほど 難し いこ 
と で は り ま せん 。 それ は 、 と て も 元気 に な れる 、 生き 返る よう な 
も の で ある の が 分 か る で し ょ う 。 あな た の 思考 は 、 あな た の マイ 
ンド は 、 実 際 、 あ な た か ら 与 えら れ た お 休み に 感謝 する で し ょ う 。 
あな た の その 部 分 を コン トロ ー ル する 必要 は な い 、 と いう こと を 
すぐ さま 、 理解 する で し ょ う 。 その 周り に 言葉 や 思考 、 ア イデ ア 
を 形成 する 必要 は あり ませ ん 。 


あな た が か つて 知っ て いた 以上 に ずっ と 多く の も の が 、 あな た の 
た め に ある こと が 分 か る で し ょ う 。 それ は あな た が アク セス する 
こと の な か っ た 、 別 の 領域 に 存在 し て いま し た 。 常に そこ に あり 
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まし た 。 半 呼 吸 分 、 離れ て いた だ け で す 。 それ は 何 百 万 光 年 も 離 
れ て いた よう に 思え まし た 。 自分 の 神 性 に は 、 決し て 出会う こと 
は な いか の よう に 思え まし た 。 で すか ら あ な た は 、 偽り の 神 を 創 
造 し まし た 。 私 が 「 偽 り の 宗教 」 と 呼ぶ も の を 、 創 造 し まし た 。 
あな た は 「 ソ ウル ・ メ イト 」 の よう な も の を 崇拝 し まし た 。 クリ 
スタ ル の よう な も の を 崇拝 し まし た 。 あら ゆる も の を 試し て み ま 
し た 。 あ まり に も 必死 だ っ た か ら で す 。 切望 し て いた か ら で す 。 
あな た が そこ に た どり 着く こと は 、 決 し て な いか の よう に 思え ま 
し た 。 あ な た は 、 神 性 と は 何 か 、 神 と は 何 か 、 と いう 実に 奇妙 な 
概念 まで 、 創 り 出 し まし た 。 


今 、 自 ら を 、 定義 され な い ・・・ あな た 自身 の 定義 され な い ・・・ 
あな た 自身 の 定義 され な いあ な た へ と ・・・ 入っ て 行か せ て あ 
げ る と 、 どん な も の に も 思考 や 構造 を 加え る 必要 性 を 手放す の を 
学べ ば 、 本 当 に 自分 自身 を 知る こと に な る で し ょ う 。 そし て 、 自 
分 自身 を 知る こと で 、 あな た の 人 間 と し て の 側面 が 何で あれ 持っ 
て いた すべ て の 質問 に 対す る 、1 つ ひ と つの 答 を 知る こと に な る 
の で す 。 そ れ は 極め て シン プル で す 。 と て も 美しい も の で す 。 


持ち 帰る 


さて 、 次 の バー ト に 移り ます 。 あな た は この よう な 定義 の な い 全 
域 に 入っ て 行き 、 こ こ に 答 が 存在 し て いま す 。 それ ら は 可能 性 で 
す 。 ニ ュー トラ ル (中 立 ) な 、 休 止 状態 に あり ます 。 こ こ に ある 
も の すべ て を 利用 する こと が で きま す 。 課題 と な る の は 、 どの よ 
うに し て 、 そ れ ら を ここ に 持ち 帰る の か 、 と いう こと で す 。 


まず 、 そこ に 行く こと が で き な く て は な り ま せん 。 あ な た が 「 古 
い エ ネル ギー」 の 意識 を 通過 し な いで いた ら 、 いか に 簡単 に それ 
を ここ に 持ち 帰れ る か 、 と いう の を 本 当 に は 決し て 、 理解 する こ 
と は な いか ら で す 。 で すか ら 、 気づき が 最初 の ステ ッ プ で す 一 
それ が 存在 する こと に 意識 的 に 気づく こと で す 。 それ が 存在 する 
こと に 意識 的 に 気さく 、 と いう の は 、 あ る い は 、 あ な た が 、 そ れ 
が この よう な 形態 で 存在 する と 思っ て いた も の で は な いか も し 

れ ま せん 。 な ぜ な ら 、 そ れ 自 体 が 制限 だ か ら で す 。 それ は そこ に 
存在 し ます が 、 シンプル で 一 単純 に 純潔 で 、 シ ンプ ル な 一 
形 で 存在 し ます 。 そ し て それ を ここ に 持ち 帰る こと が で きま す 。 


あな た は 言い ます 。 「 で も 、 何 を 持ち 帰る の で すか ? 私 が 持ち 
帰る 、 その 箱 や 木 箱 に 何 が 入っ て いる の か 、 そ うい うこ と を すべ 
て 、 知 る 必要 が あり ます 。」 いい え ・・・ い いえ 。 あ な た は 見 
失っ て いま す 。 単 に 、 呼 吸 す る くら い シ ンプ ル な の で す 。 そ れ を 、 

あな た の 安全 な 空間 へ と 入れ て あげ る の を た だ 、 意 識 的 に 認め る 
くら い 、 シ ンプ ル で す 。 あ な た の エネ ルギー が 安全 で な けれ ば 、 


入っ て 来る こと は あり ませ ん 。 ト バイ アス が 、 ま た 、 あ る 程度 私 
も 、 あ な た の 安全 な 空間 に つい て 長い 時 間 、 話 を し て きま し た 。 
私 た ち が あ な た の た め に 創造 する も の で は な く 、 あな た の 安全 な 
空間 で す 。 


この エネ ルギー は 、「 新 し い エ ネル ギー」 で す 。 あ な た の 新しい 
意識 は ここ に あり 、 入 っ て 来る 準備 が で き て いま す 。 で も 、 あな 
た が 安全 な 空間 を 、 安 全 な 家 を 持た な けれ ば 、 あ な た が 興奮 し て 、 
熱狂 的 に 走り 回 り 、 心配 し た り 、 怒っ た り 、 そ の よう な こと を し 
て いれ ば 、 あな た が セク シュ アル ・ エ ナジ ー の ウィ ルス か ら 養 わ 
れ て いて 、 それ ゆえ に 他人 か ら 養 われ て いる な ら 、 あな た は 安全 
な 空間 を 持っ て いま せん 。 


深い 、 意識 的 な 呼吸 の や り 方 が 分 か ら な けれ ば 、 あな た は 安全 な 
空間 を 持っ て いま せん 。 深い 、 意識 的 な 呼吸 を 維持 で き な け れ ば 
ー あな た 自身 を 知る 呼吸 で あり 、 また 、 あな た 自身 を 受け 入れ 
る 呼吸 で も あり ます 一 あな た は 安全 な 空間 を 持っ て いま せ 
ん 。 どれ だ け 頑 張っ て この エネ ルギー を 持ち 帰ろ うう と し て も 、 手 
に 入れ る こと は で き な い で し ょ う 。 それ は 入っ て 来 た が ら な いで 
し よう 。 


で すか ら 、 そ れ は 気づき で す 。 それ は 呼吸 で す 。 そし て 、 安全 で 
ある こと で す 一 安全 で ある と いう の は 、 あな た と 「 大 いな る 
すべ て 」 を 受容 し て いる こと で す 。 そう すれ ば 、 それ は 準備 が で 
き て 、 実に シン プル に も た ら す こと が で きま す 。 と て も シン プル 
に 。 1 つの 指 で 第 三 の 目 に 触れ る くら い 、 シ ンプ ル な こと で す 。 
どの 指 で も 構い ませ ん 。 (聴衆 、 笑 。 セ ント ・ ジ ャ ー メ イン が 、 
中 指 で 触れ て か ら 、 違 う 指 で 触れ て いる ) 1 つの 指 で す 。 さ て 、 

それ ほど 特別 な こと で は あり ませ ん 。 た だ 、 第 三 の 目 に 、 指 を 置 
くだ け で す 。 あな た は 必ず し も 本 当 に 活性 化し て いる わけ で は な 
く 、 た だ 、 気づき を 行動 に 移す だ け で す 。 「 私 に は 準備 が で き て 
いる 。 」 ここ に も た ら す 準備 が で き て いる 、 と 言っ て いる こと 
に な り ま す 。 あな た の 人 生 に 受け 入れ る 準備 が で き て いる と いう 
こと で す 。 知 る 準備 が で き て いま す 。 も た ら す 準備 が 。 そ し て 、 
それ に まかせ て 下さ い 。 それ が 展開 する に まかせ て 下さ い 。 あな 
た の 人 生 に 自然 に 拡張 する に 、 まかせ て 下さ い 。 無理 に や ろう と 
し な いで 下さ い 。 こ の よう な あら ゆる 期待 を 持た な いで 下さ い 。 
それ は 最も 美しく 、 シ ンプ ル で 簡単 な 形 で 入っ て 来 ます 。 


それ くら い シ ンプ ル で す 、 シャ ー ン ブラ 、 シン プル で す 一 私 
た ち は 7 年 を か け て きま し た 一 で も 、 そ れ く らい シン プル な 
の で す 。 私 た ち は 今 日 、 こ の 科学 者 と テス ラ の グル ー プ に ここ に 
来 て 、 そ の 単純 さ を 理解 し て も らい た か っ た の で す 。「 新 し い エ 
ネル ギー」 の 物理 学 は 、 ま っ た く シ ンプ ル で 、 本 物 (オー セン テ 
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ィ ッ ク ) だ と いう の を 理解 し て ほし か っ た の で す 。 「 古 い エ ネル 
ギー」 は 本 物 で は あり ませ ん 。 それ に つい て は 、1 つの シャ ウ を 
丸ごと 使っ て 、 話 が で きる ほど で す 。「 新 し い エ ネル ギー」 は 、 
シン プル で 、 本 物 で す 。 と に か く 、 そ れ く らい 簡単 に も た ら す こ 
と が で きま す 。 スト レス も な く 、 期待 も な く 。 それ は た だ 、 そ こ 
に あり ます 。 そし て それ は あな た と 統合 を 始め ます 。 あな た の 内 
側 に 起こ る すべ て の も の と 、 簡 単に 、 シ ンプ ル に 統合 を 始め ます 。 
繰り 返し ます が 、 それ が 何 を する の か 、 と いう 期待 を 手放し て 下 
さい 。 そう で は な く 、 そ れ が し て いる こと を 観察 し て 、 そ の 一 部 
に な っ て 下さ い 。 


何 か を する 


さて 、 そ れ は この ディ スカ ッ シ ョ ン の 次 の バート へ と つなが り ま 
す 。 あな た は 、 それ が 何で あれ 、 た っ た 今 、「 新 し い エ ネル ギー」 
を も た らし まし た 。 それ は 今 、 そ こ に あり ます 。 あな た の 現実 に 
あり ます 。 も は や 、 影 で は あり ませ ん 。 も は や 、 パ ラ レ ル で は あ 
り ま せん 。 そ れ は 今 、 統 合 さ れ て いま す 。 


さて 、 シ ャ ー ン ブラ 、 重要 な こと で す 。 何 か を し て 下さ い 。 何 か 
を し て 下さ い 。 エネ ルギー が た だ 、 そ こ に 置か れ た まま だ と 、 そ 
れ は 休止 状態 に な る か 、 実現 化 さ れ な く な る か の どちら か に な り 
ます 。 あ る い は 、 そ れ は 、 あ る 場合 に は 、 あ な た の 中 で 内 部 破 像 
し ます 。 「 新 し い エ ネル ギー」 は 、 始 動 し て いる エネ ルギー で す 。 
あな た の 人 生 で 何 か を し て 下さ い 。 本 を 書い て 下さ い 、 ビジ ネス 
を 始め て 下さ い 、 マ ラ ソ ン を 走っ て 下さ い 一 その すべ て を し 
て 下さ い 一 た だ 、 何 か を し て 下さ い 。 あな た の 安楽 椅子 か ら 
降り て 下さ い 。 (少々 、 笑 ) あな た が 「 レ イジ ー ボ ー イ (快適 
な リク ライ ニン グ ・ チ ェ ア の よう な も の ) 」 を 持っ て いる な ら 、 
捨て て 下さ い 一 今日 ! それ は 、 ど っ し り と 座り 込ん で 何 も 
し な いと いう 古い や り 方 を 手放す 象徴 的 な 意思 表示 な の で す よ 、 
シャ ー ン ブラ 。 安楽 椅子 か ら 降 り て 下さ い ・・・ ええ 、 そ う 
っ つた の で す よ ! 


中 


何 か を し て 下さ い 、 シ ャ ー ン ブラ 。 あ な た が 選ぶ こと を 、 何で も 
し て 下さ い 。 あな た の ハー ト を 躍ら せる よう な こと を し て 下さ い 。 
人 々 の 前 で フル ー ト を 演奏 し て 下さ い 。 本 を 書い て 、 出版 し て 下 
さい 。 国 を 歩い て 横断 し て みて 下さ い 。 そん な こと は し た こと が 
な いで し ょ う が 。RV 車 に 乗っ て 、 雪 の 中 を 走っ て 下さ い 。 何で 
も 、 と に か く 何 か を し て 下さ い 。 今 は 、 あ な た の 創造 的 な エネ ル 
ギー を 使う た め の 素晴らし い 時 で あり 、 ま っ た く 必 要 不 可 欠 な 時 
な の で す 。 


仕事 の 不満 を 言う の を や め て 下さ い 一 仕事 を や め て 下さ い 。 


豊か さ が ど こ に ある の か 、 あれ これ 、 思い わ ず ら う の は や め て 下 
さい 一 それ を も た らし て 下さ い 。 自分 が 能力 を 発揮 し て いな 
い 原 因 を 、 配偶 者 や パー トナ ー、 子供 た ちの せい に し な いで 下さ 
い 。 それ は 安っぽ い 理由 で す 。 あ まり 立派 な も の で も あり ませ ん 。 
何 か を し て 下さ い 。 


あな た 方 1 人 ひと り が 夢 を 、 願望 を 持っ て いた こと を 、 私 は 知っ 
て いま す 。 あな た 方 の 多く が 、 過去 に 他 の 人 た ちの 前 で 、 あ な た 
が する つも り で ある 、 す ご いこ と に つい て 得意 げに 話 を し まし た 。 
今 、 それ を や っ て 下さ い 。 それ を や っ て 下さ い 。 エネ ルギー を あ 
な た の 内 側 で 動か し て 下さ い 。 それ が 、 新しい も の が あな た の す 
べ て と 融合 し 、 混ざり あう の を 可能 に し ます 。 エネ ルギー が 動い 
て いる 状態 に させ て くれ ます 。 効率 性 が 入っ て 来る こと が 可能 に 
な り ま す 。 何 か を し て 下さ い 。 不満 を 言っ て も どう に も な り ま せ 
ん 。 それ は 何 か を し て いる こと に は な り ま せん 。 まず 、 人 生 で 自 
分 自身 を 満足 させ る 、 満た すこ と を し て 下さ い 。 他 の 人 た ちの た 
め に や る わけ で は あり ませ ん 。 エネ ルギー の 拡張 の 中 で 創造 的 な 
表現 を する と いう 以外 の 理由 で それ を や る の で は あり ませ ん 。 


トバ イア ス 、 ク ツ ミ 、 そ し て 私 は 皆 、 こ の 点 を 何 度 も 繰り 返し て 、 
強調 し て いき ます 。 たった今 、 何 か を し て 下さ い 。 何で も 。 エネ 
ルギー を 統合 し て 、 動か し て 下さ い 。 そう すれ ば 、 この エネ ル ギ 
ーー を あな た の 現実 に 入れ て あげ れ ば 、 喜 びと 充足 感 に 気づく で し 
ょ う 。 それ が どれ ほど 簡単 に 作用 する か 、 流れ る か に 気づき 、 私 
た ち が な ぜ 、 も っ と 前 に 教え て くれ な か っ た の か 、 不思議 に 思う 
で し ょ う 。 で も 私 た ち は 、 前 に も 言い まし た よ 、 と 言う で し ょ う 。 
で すか ら シ ャ ー ン ブラ 、 エ ネル ギー を 動か し て 下さ い 。 
宿題 
最後 に 1 つ 、 大 切な こと が あり ます 。 最後 の ポイ ント は 一 あ 
な た の 宿題 で す 一 代理 の 教師 と し て 出し ます 。 今月 の 宿題 は 
少し 、 特異 な も の で す 。 これ まで と は 少し 違う も の で す が 、 その 
中 に ある 美 が あな た に は 分 か る で し ょ う 。 自分 を ディ ナー に 連れ 
て 行っ て 下さ い 。 あな た だ け で 。 外 に 一 家 の 中 で は な く 一 
レス トラ ン に 行っ て 下さ い 。 自分 自身 を ディ ナー に 連れ て 行っ て 
下さ い 。 自分 に 話し か け て 下さ い 。 そん な に 大 き な 声 じゃ な い 方 
が 良い で し ょ う ( 笑 ) この 食事 の 体験 を 、 自分 自身 と シェ ア し 
て 下さ い 。 注目 し て 下さ い 。 あな た と と も に いる こと は 心地 良い 
こと で すか 、 そ う で は な いで すか ? ええ 、 そ こ に は 椅子 は 2 つ 、 
用 意 し て 下さ い 、 え え 、 まっ た くそ う で す 。 自分 自身 を ディ ナー 
に 連れ て 行っ て 下さ い 。 ち な み に 、 勘 定 は あな た が 払う の で す 。 
(た くさ ん の 笑 ) 自分 自身 と 一 緒 に いる こと が どん な も の な の 
か 、 良く 知っ て 下さ い 。 じき に あな た は 歌 を 歌っ て いる こと で し 
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よう 。 私 が する よう に 、「 も っ と うま く で きる 人 は いな い 。 」 


私 は セン ト ・ ジ ャ ー メ イン で す 。 そ し て 、 そ うい うこ と な の で す 。 
(And so it is.) 


translator: mayumi ( 林 眞弓 ) 


クリ ム ゾ ン ・ カ ウン シル の トバ イア ス は 、 コロ ラド 州 ゴ ー ル デン の ジェ フ 
リー・ ホ ッ プ に より 提供 され て いま す 。 聖書 の トビ ト 記 か ら の トバ イア ス 
の 物語 は クリ ム ゾ ン ・ サ ー ク ル の ウェ ブサ イト ww. crimsoncircle. com で 
見 る こと が で きま す 。 ト バイ アス の 資料 は 、 世界 中 の ライ トワ ー カ ー と シ 
ヤーン ブラ 達 に 、1999 年 8 月 (トバ イア ス が 人 類 は 破壊 の 可能 性 を 脱し 

て 新しい エネ ルギー に 入っ た と 話し た 時 ) 以来 、 無 償 で 提供 され て いま す 。 


クリ ム ゾ ン ・ サ ー ク ル は 、 新しい エネ ルギー に 入る 最初 の 人 々 に 含ま れる 
人 間 の 天使 の 世界 的 な ネッ トワ ー ク で す 。 彼ら が アセ ンション 状態 の 喜び 
と 挑戦 を 経験 する に 従い 、 彼 ら は 他 の 人 々 の 旅 を シェ アリ ング と 世話 と ガ 
イド に よっ て 支援 し ます 。 毎月 、7 万 人 を 越え る 訪問 者 が クリ ム ゾ ン ・ サ 
ー ク ル ・ ウ ェ ブ サイ ト を 訪れ 、 最新 の 資料 を 読み 、 自 ら の 経験 を ディ スカ 
ッ シ ョ ン し て いま す 。 


クリ ム ゾ ン ・ サ ー ク ル は コロ ラド 州 デ ン バ ー 地 域 で 毎月 集まり が あり 、 そ 
こ で トバ イア ス は ジェ フリ ー・ ホ ッ プ を 通し て 、 最 新 の 情報 を 提供 し ます 。 
トバ イア ス は 、 彼 と 天界 の クリ ム ゾ ン ・ カ ウン シル の 他 の 存在 達 は 実際 に 
は 人 間 達 を チャ ネル し て いる と 述べ て いま す 。 ト バイ アス に よれ ば 、 内 側 
で それ を 経験 し な が ら 、 それ を 外側 か ら 見 られ る よう に 、 私 達 の エネ ル ギ 
ー を 読み 、 私 達 自 身 の 情報 を 翻訳 し て 私 達 に 戻し て いま す 。 クリ ム ゾ ン ・ 
サー クル の 集会 は 一 般 に 公開 され て いま す が 、 予 約 を し て いた だ いた ほう 
が いい で す 。 クリ ム ゾ ン ・ サ ー ク ル は その 豊か さ を 世 界 中 の シャ ー ン ブラ 
の 開か れ た 愛 と ギフ ト を 通し て 受け 取り ます 。 


クリ ム ゾ ン ・ サ ー ク ル の 究極 の 目的 は 、 内 な る スピ リ チ ュ アル な 目覚 め の 
道のり を 歩む 人 々 に 、 人 間 の ガイ ド 、 教師 と し て 奉仕 を する こと で す 。 こ 
れ は 福音 伝道 の 任務 で は あり ませ ん 。 むし ろ 内 な る 光 は 、 人 々 を あな た の 
思い や り と 世話 を 求め 、 あ な た の ドア ステ ッ プ に 案内 する の で す 。 “ 剣 の 
橋 ” の 旅 に 船出 し よう と する 比類 な き 、 尊い 人 が あな た の と ころ に や っ て 
来る 時 、 あ な た は その 瞬間 に 何 を し 、 教え る べき か わか る で し ょ う 。 


も し 、 あ な た が これ を 読ん で いて 、 真 実 と 繋が り の 感覚 を 感じ る の な ら 、 
あな た は 本 当 に シャ ー ン ブラ で す 。 あな た は 教師 で あり 、 人 間 の ガイ ド で 
す 。 神 性 の 種 を 、 こ の 瞬間 に 、 あ な た の 内 で 花 開 か せ 、 そ し て いつ も や っ 


て 来 させ て くだ さい 。 あな た は 決し て 一 人 きり で は あり ませ ん 。 世界 中 に 
ファ ミリ ー が いて 、 あ な た の 周り の 領域 に も 天使 達 が いる か ら で す 。 


どう ぞ 、 この テキ スト を 非 商業 ベー ス 、 無償 ベー ス で 自由 に 配布 し て くだ 
さい 。 ど うか 情報 は 完全 に 含め る と と も に 、 これ ら の 脚注 も 含め て くだ さ 
い 。 他 の すべ て の 利用 に つい て は 、 コ ロラ ド 州 ゴー ルデン の ジェ フリ ー・ 
ホッ プ に よる 書面 の 同意 が 必要 に な り ま す 。 


コピ ー ラ イト 2007 ジェ フリ ー・ ホ ッ プ コロ ラド 州 ゴ ー ル デン 80403 
私 書 箱 7328 E メ ー ル Tobias@crimsoncircle.com この メー ル ア ド レ 
ス は 、 ス パム ロボ ッ ト か ら 保 護 さ れ て いま す 。 ア ドレ ス を 確認 する に は 
JavaScript を 有効 に し て くだ さい 著作 権 所 有 クリ ム ゾ ン ・ サ ー ク ル 
に つい て の より 詳し い 情報 は email@crimsoncircle.com この メー ル ア ド 
レス は 、 スパ ムロ ボッ ト か ら 保護 され て いま す 。 アド レス を 確認 する に は 
JavaScript を 有効 に し て くだ さい まで メー ル く だ さい 。 
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